
正
規
、非
正
規
で
共
に
打
撃

０
５
年
の
１
万
２
５
３
６
件

だ
っ
た
。

　

地
理
統
計
院
に
よ
れ
ば
、

２
０
１
８
年
ま
で
の
パ
ン
タ

ナ
ル
は
最
も
保
存
状
態
が
良

い
植
生
だ
っ
た
が
、
今
年
は

既
に
４
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
を
焼
失
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
雨
が
降
っ
た
り
し

た
事
で
１
５
日
以
降
は
１
日

の
火
災
件
数
が
０
の
日
も
現

れ
る
な
ど
、
若
干
だ
が
、
増

加
傾
向
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

り
始
め
た
。
そ
れ
で
も
、
例

年
以
上
の
干
ば
つ
だ
っ
た
事

と
、
森
林
火
災
多
発
と
で
、

域
内
の
川
の
水
位
が
通
常
の

状
態
に
戻
る
の
は
早
く
て
も

年
末
と
見
ら
れ
る
な
ど
、
回

復
に
は
時
間
が
か
か
る
。

　

市
警
や
連
警
は
火
災
の
多

く
は
人
為
的
な
も
の
で
、
農

場
主
ら
が
放
っ
た
火
が
燃
え

広
が
っ
た
り
し
た
可
能
性
が

大
と
見
て
い
る
。一
例
は
、マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
・
ド
・
ス
ル

　

３
０
日
、
地
理
統
計
院
（
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｅ
）
が
、
８
月
締
め
の
変
則
四
半
期
で
の
失

業
率
を
発
表
し
、
２
０
１
２
年
の
統
計
開
始
以
来
、
最
多
と
な
る
１
４
・４
％
を
記

録
。
同
時
に
就
業
者
数
も
最
小
記
録
を
更
新
し
た
。
３
０
日
付
伯
字
紙
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。

　

聖
市
地
下
鉄
モ
ノ
レ
ー
ル

１
５
号
線
の
拡
張
工
事
が
先

週
か
ら
再
開
さ
れ
た
。
こ
の

線
は
、
モ
ノ
レ
ー
ル
車
両
を

か
な
り
高
い
と
こ
ろ
で
支
え

る
線
路
と
支
柱
の
大
き
さ
で

か
な
り
目
立
っ
て
い
た
も
の

の
、
な
か
な
か
工
事
が
進
ま

や
修
理
」
で
７
５
万
４
千

件
、「
公
務
員
、
治
安
、
教

育
、
保
健
関
係
」
で
７
４
万

件
、「
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
」

で
６
６
万
１
千
件
の
雇
用
が

失
わ
れ
て
い
る
。
唯
一
、
雇

用
が
増
え
た
の
は
「
農
牧
業
」

の
２
２
万
８
千
件
だ
っ
た
。

　

一
方
、
非
正
規
雇
用
者

の
数
も
３
―
５
月
期
比
で

５
％
減
、
前
年
同
期
比
で

２
５
・
８
％
減
で
、
非
正
規

雇
用
者
の
総
数
も
過
去
最
少

を
記
録
し
た
。
家
庭
内
労
働

者
の
数
も
４
６
０
万
人
と
、

過
去
最
少
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
過
去
１
年
間
で
見

る
と
、
１
２
０
０
万
件
の
雇

用
が
失
わ
れ
た
こ
と
に
な
っ

た
。
内
訳
で
見
る
と
、
正
規

労
働
者
が
３
９
７
万
５
千

人
、
非
正
規
労
働
者
が

３
０
４
万
１
千
人
、
自
営
業

者
が
２
７
７
万
３
千
人
、
職

就
業
者
総
数
も
過
去
最
低

州
の
４
農
園
か
ら
の
出
火
で

２
万
５
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
焼

失
し
た
件
だ
。
連
警
は
米
国

航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）

の
デ
ー
タ
と
Ｉ
ｎ
ｐ
ｅ
の

デ
ー
タ
を
重
ね
合
わ
せ
て
追

跡
調
査
し
て
い
る
。

　

パ
ン
タ
ナ
ル
の
森
林
火
災

の
影
響
は
、
伯
国
南
部
や
南

東
部
で
も
、
黒
い
雨
や
呼
吸

７
月
と
９
〜
１
０
月
に
当

該
月
の
新
記
録
を
更
新
し

た
。
ま
た
、
７
月
が
当
該

月
新
記
録
の
１
６
８
４
件
、

８
月
は
、
９
月
ま
で
は
全

期
間
を
通
じ
た
月
間
最
多

だ
っ
た
２
０
０
５
年
８
月
の

５
９
９
３
件
を
若
干
下
回
る

５
９
３
５
件
だ
っ
た
事
も
あ

り
、
２
８
日
現
在
の
年
間
累

計
は
２
万
１
０
８
４
件
に
達

し
、
年
間
総
数
の
新
記
録
を

更
新
中
だ
。
従
来
の
最
高
は

　

パ
ン
タ
ナ
ル
の
森
林
火
災

拡
大
が
続
き
、
火
災
件
数
は

２
８
日
現
在
で
、
１
０
月
と

し
て
は
１
９
９
８
年
の
観
測

開
始
以
来
最
多
と
な
っ
た
上
、

年
間
総
数
の
新
記
録
を
更
新

中
と
２
９
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

国
立
宇
宙
研
究
所
（
Ｉ
ｎ

ｐ
ｅ
）
に
よ
る
と
、
１
０
月

１
〜
２
８
日
の
パ
ン
タ
ナ
ル

で
の
火
災
件
数
は
２
８
２
５

件
で
、
従
来
の
１
０
月
の
月

間
記
録
だ
っ
た
２
０
０
２
年

の
２
７
６
１
件
を
超
え
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
年
は

１
０
月
と
し
て
は
観
測
史
上
最
多

死
者
の
中
に
伯
人
女
性
が

年
間
総
数
も
新
記
録
更
新
中

器
疾
患
の
患
者
増
加
と
い
っ

た
形
で
出
て
い
る
。

　

ま
た
、
パ
ン
タ
ナ
ル
内
部

で
は
、
地
上
で
生
息
す
る
動

物
が
焼
死
し
た
り
、
生
息
場

所
を
失
う
と
い
っ
た
影
響
が

出
て
い
る
。
さ
ら
に
、
川
の

水
質
が
悪
化
し
、
水
中
の
酸

素
量
減
少
な
ど
の
影
響
が
残

る
上
、
川
の
水
位
が
低
下
す

る
時
期
に
起
き
る
森
林
火
災

で
、
増
水
期
に
水
で
覆
わ
れ

る
地
域
の
土
壌
が
焼
か
れ
た

り
、
灰
で
覆
わ
れ
た
り
し
て
、

本
来
の
土
壌
が
持
つ
栄
養
素

な
ど
を
失
っ
て
い
る
。
ま
た
、

増
水
期
に
洪
水
が
起
き
る
地

域
で
増
殖
す
る
種
類
の
魚
な

ど
の
個
体
数
が
、
来
年
以
降
、

目
に
見
え
て
減
る
事
も
予
測

さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
法
定
ア
マ
ゾ
ン

で
の
森
林
火
災
は
２
８
日

現
在
で
９
万
１
８
７
３

件
で
、
昨
年
の
年
間
総
数

パ
ン
タ
ナ
ル
の
森
林
火
災
の
年
間
総
数
の
グ
ラ
フ

（
２
９
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
の
記
事
の
一
部
）

「
ま
だ
増
え
る
」
と
専
門
家

仏ニース・テロ

を
失
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
予
測
だ
が
、
景
気

が
上
向
く
兆
候
は
見
ら
れ
る

も
の
の
、
雇
用
に
そ
れ
が
反

映
さ
れ
る
の
は
後
の
た
め
、

ま
だ
、
失
業
率
は
上
が
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。
ア
ナ
リ

ス
ト
た
ち
は
、
緊
急
支
援
金

の
支
給
額
が
半
減
さ
れ
、
年

末
に
は
支
給
が
打
ち
切
ら
れ

る
こ
と
で
、
職
を
探
す
人
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
、
失
業

率
が
よ
り
高
ま
っ
た
理
由
と

見
て
い
る
。
失
業
率
は
、
就

労
が
可
能
な
年
齢
で
、
仕
事

を
探
し
て
い
る
が
、
職
に
就

け
ず
に
い
る
人
の
数
で
算
出

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

な
お
、
２
９
日
に
発
表
さ

れ
た
全
就
労
・
失
業
者
台
帳

（
Ｃ
ａ
ｇ
ｅ
ｄ
）
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
９
月
の
雇
用
は

３
１
万
３
５
６
４
件
の
純
増

と
な
っ
て
い
る
。

な
い
た
め
、
巨
像
の
よ
う
な

扱
い
を
市
民
か
ら
は
さ
れ
て

い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
も
や
や
落

ち
着
き
は
じ
め
た
こ
と
で
、

工
事
が
本
格
的
に
再
開
さ
れ

た
か
。
完
成
日
時
は
未
定
だ

が
、
こ
の
工
事
の
た
め
、
線

路
沿
い
の
１
８
の
建
物
が

取
り
壊
し
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
裁
判
沙
汰
も
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
う
し
た
住
民
の
た

め
に
も
、
な
ん
と
か
完
成
さ

せ
て
ほ
し
い
。
聖
市
民
と
し

て
は
、
コ
ン
ゴ
ー
ニ
ャ
ス
空

港
か
ら
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｍ
９
号
線
モ

ル
ン
ビ
駅
ま
で
を
つ
な
ぐ
予

定
の
モ
ノ
レ
ー
ル
１
７
号
線

の
行
方
も
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

３
０
日
の
聖
市
は
早
朝
か

ら
雨
模
様
。１
０
月
は
本
来
、

雨
季
の
は
じ
ま
り
の
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
が
、
今
月
前
半

の
記
録
的
な
猛
暑
が
た
た
っ

て
、
３
０
日
午
前
９
時
現
在

の
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
、ア
ウ
ト
・

チ
エ
テ
、
グ
ア
ラ
ピ
ラ
ン
ガ

の
３
大
水
系
の
月
間
降
水
量

は
、
い
ず
れ
も
５
０
ミ
リ
前

後
。
こ
の
日
の
雨
で
幾
分
は

増
え
る
だ
ろ
う
が
、
も
う
少

し
降
っ
て
欲
し
か
っ
た
と
こ

ろ
か
。
カ
ン
タ
レ
イ
ラ
の
水

位
は
３
５
％
台
に
落
ち
て
き

て
い
る
た
め
、
１
１
月
以
降

の
降
雨
で
な
ん
と
か
持
ち
直

し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

 　

今
週
の
サ
ッ
カ
ー
の
全

国
選
手
権
。
今
日
は
、
コ
リ

ン
チ
ャ
ン
ス
が
本
拠
地
で
、

首
位
イ
ン
テ
ル
ナ
シ
オ
ナ
ル

と
の
一
戦
を
行
う
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
は
明
日
、
マ
ラ
カ
ナ

ン
で
の
フ
ラ
メ
ン
ゴ
戦
だ
。

１
１
月
２
日
（
月
）
は
「
死

者
（
故
人
）
の
日
」
で
休
日

の
た
め
、
サ
ン
ト
ス
が
バ
イ

ア
と
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
ア

ト
レ
チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ
と
試

合
を
行
う
。

氏
が
、「
同
僚
か
ら
検
閲
を

受
け
た
」
と
し
て
、
Ｖ
Ｊ
報

道
を
行
っ
て
い
た
自
身
の
メ

デ
ィ
ア
「
ジ
・
イ
ン
タ
ー
セ
プ

ト
」
を
辞
職
し
た
と
公
表
し

た
。
２
９
日
付
伯
字
紙
サ
イ

ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

グ
レ
ン
氏
は
２
９
日
、
サ

イ
ト
「
サ
ブ
ス
タ
ッ
ク
」
の

記
事
で
、
な
ぜ
イ
ン
タ
ー
セ

プ
ト
を
辞
め
た
か
の
説
明
を

行
っ
た
。

　

同
氏
は
そ
の
理
由
を
「
米

国
大
統
領
選
で
、
ジ
ョ
ー
・

バ
イ
デ
ン
氏
と
そ
の
息
子
の
ハ

ン
タ
ー
氏
の
疑
惑
に
つ
い
て
書

こ
う
と
し
た
ら
、
イ
ン
タ
ー

セ
プ
ト
の
編
集
者
か
ら
反
対

さ
れ
た
か
ら
」
だ
と
い
う
。

同
氏
に
よ
る
と
、
編
集
部
は

バ
イ
デ
ン
氏
を
強
く
支
持
し

て
い
る
と
い
う
。

　

グ
レ
ン
氏
は
２
０
１
３
年

に
、
米
国
ア
メ
リ
カ
国
家
安

全
保
障
局(

Ｎ
Ｓ
Ａ)

局
員

だ
っ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ノ
ー

デ
ン
氏
か
ら
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
諜
報

行
為
の
暴
露
情
報
を
受
け

取
っ
て
報
道
し
た
こ
と
で
有

名
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
伯

国
下
院
議
員
の
デ
ヴ
ィッ
ド
・

ミ
ラ
ン
ダ
氏
と
結
婚
し
て
、

リ
オ
市
に
移
住
。

　

２
０
１
９
年
６
月
に
、
セ

ル
ジ
オ
・
モ
ロ
法
相
（
当

時
）
が
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
判
事
だ
っ
た
頃
の
疑
惑
を
、

ハ
ッ
カ
ー
に
よ
る
携
帯
電
話

記
録
の
情
報
を
基
に
、
イ
ン

タ
ー
セ
プ
ト
誌
か
ら
報
道
し

た
「
ヴ
ァ
ザ
・
ジ
ャ
ッ
ト
報
道
」

で
政
界
に
衝
撃
を
走
ら
せ
た
。

こ
の
報
道
は
、
同
作
戦
で
有

罪
実
刑
判
決
を
受
け
て
身
柄

を
拘
置
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ラ

元
大
統
領
の
釈
放
の
遠
因
に

も
な
っ
た
。

　

２
９
日
午
前
中
に
フ
ラ
ン

ス
の
ニ
ー
ス
の
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
大
聖
堂
で
起
き
た
テ
ロ

で
、
伯
人
女
性
が
犠
牲
者
の

中
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
３
０
日
付
伯
字

紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

事
件
は
現
地
時
間
の
２
９

日
午
前
９
時
頃
、
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
大
聖
堂
に
、
刃
物
を

持
っ
た
イ
ス
ラ
ム
系
で
２
１

歳
の
男
性
が
入
り
込
み
、
大

聖
堂
内
に
い
た
人
た
ち
を
襲

い
、
首
に
切
り
つ
け
た
。

　

そ
の
内
の
２
人
（
６
０
歳

の
女
性
と
５
５
歳
の
男
性
）

は
、
ほ
と
ん
ど
首
を
切
断
さ

れ
た
状
態
だ
っ
た
。
男
性
の

方
は
ヴ
ァ
ン
サ
ン
と
い
う
名

の
同
大
聖
堂
関
係
者
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
日
夜
、
伯
国
外

務
省
が
、
３
人
目
の
犠
牲
者

が
伯
人
の
シ
モ
ー
ネ
・
バ

レ
ッ
ト
・
シ
ウ
ヴ
ァ
さ
ん

（
４
４
）
で
あ
っ
た
こ
と
を

発
表
し
た
。
シ
モ
ー
ネ
さ
ん

は
大
聖
堂
内
で
襲
わ
れ
て
重

傷
を
お
っ
た
後
、
大
聖
堂
の

前
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に
逃

げ
込
ん
だ
が
、
店
の
中
で
息

絶
え
た
。
証
言
者
の
話
に
よ

る
と
、
シ
モ
ー
ネ
さ
ん
が
店

内
に
逃
げ
込
ん
で
き
た
時
に

は
も
う
血
だ
ら
け
で
、「
武

装
し
た
男
性
に
襲
わ
れ
た
」

と
だ
け
告
げ
た
と
い
う
。

　

シ
モ
ー
ネ
さ
ん
は
バ
イ
ア

州
サ
ル
バ
ド
ー
ル
近
郊
の
ロ

バ
ー
ト
の
出
身
で
、
姉
妹

の
ひ
と
り
が
運
営
し
て
い
た

ダ
ン
ス
・
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
、

１
９
９
５
年
に
フ
ラ
ン
ス
に

移
住
し
た
。
シ
モ
ー
ネ
さ
ん

の
両
親
は
既
に
他
界
し
て
い

る
が
、
そ
れ
以
外
の
家
族
は

１
人
を
除
い
て
全
員
フ
ラ
ン

ス
に
移
り
住
ん
で
い
た
。

　

シ
モ
ー
ネ
さ
ん
は
老
人
介

護
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

調
理
師
の
資
格
を
持
っ
て
お

り
、
将
来
は
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ

ク
で
世
界
中
を
渡
り
歩
く
の

が
夢
だ
っ
た
と
い
う
。

　

シ
モ
ー
ネ
さ
ん
の
親
友
の

ひ
と
り
は
「
い
つ
も
笑
顔
の

絶
え
な
い
明
る
い
人
だ
っ

た
」
と
シ
モ
ー
ネ
さ
ん
を
偲

ん
で
い
る
。

　

犯
人
は
侵
入
か
ら
約
３
０

分
後
、
駆
け
つ
け
た
警
官
の

銃
撃
を
受
け
、
重
傷
を
負
っ

て
拘
束
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス

の
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
「
こ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
を

相
手
に
し
た
テ
ロ
行
為
だ
」

と
厳
し
い
声
明
を
行
っ
た
。

を
直
撃
し
た
。

　

物
価
が
上
が
っ
た
上
に
所

得
が
減
少
し
た
消
費
者
達
が

本
当
に
必
要
な
も
の
以
外
は

買
わ
な
い
と
い
う
姿
勢
に
転

じ
た
た
め
、
卸
と
小
売
を
か

ね
た
ア
タ
カ
レ
ー
ジ
ョ
と
呼

ば
れ
る
店
で
は
、
こ
こ
数
週

間
の
売
上
が
最
大
で
１
０
％

減
少
し
た
。
同
様
の
現
象
は

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

も
起
き
て
お
り
、
前
月
比
で

７
％
減
の
よ
う
に
、
売
上
が

大
幅
に
落
ち
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
故
の
外
出
自
粛

な
ど
で
、
３
〜
４
月
の
消
費

は
大
幅
に
落
ち
た
が
、
緊
急

支
援
金
の
支
給
が
始
ま
り
、

食
料
品
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
が

な
く
な
っ
た
消
費
者
が
一
斉

に
買
い
物
に
出
始
め
た
５
月

以
降
は
、
売
上
が
急
速
に
回

復
し
た
。
だ
が
、
支
援
金
の

減
額
と
物
価
高
故
の
買
い
控

え
と
で
消
費
熱
が
冷
め
、
急

激
な
売
上
減
少
を
招
い
た
よ

う
だ
。

イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
か
ら
離
脱

Ｖ
Ｊ
報
道
で
政
界
に
衝
撃

バ
イ
ア
州
出
身
の
シ
モ
ー
ネ
さ
ん

パ
ン
タ
ナ
ル
の
森
林
火
災
拡
大

Ｇグリーンウォルド

大
型
小
売
店
の
売
上
が
激
減

イ
ン
フ
レ
と
緊
急
支
援
減
額
で

失業率増大を報じる伯字サイト（Twitter）

シモーネさん（Facebook/Reprodução）

ポ
イ
ン
ト
（
Ｐ
）
上
昇
し
て

１
４
・
４
％
と
な
っ
た
。
前

年
同
期
と
の
比
較
で
は
２
・

６
％
Ｐ
の
上
昇
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
上
昇
率
は
、
ヴ
ァ

ロ
ー
ル
・
デ
ー
タ
と
い
う
調

査
団
体
が
２
８
の
専
門
団

体
を
対
象
に
行
っ
た
調
査

で
の
平
均
予
想
失
業
率
の

１
４
・２
％
を
も
上
回
っ
た
。

　

就
業
者
の
総
数
は
こ
の
３

カ
月
間
で
４
３
０
万
人
減

少
し
、
失
業
者
の
総
数
が

１
３
８
０
万
人
に
な
っ
た
。

こ
の
数
は
３
―
５
月
期
の
８
・

５
％
増
と
な
る
。

　

ま
た
、
６
―
８
月
の
四

半
期
は
、
失
業
率
が
過
去

最
高
と
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、
就
業
者
総
数
、
就
業

率
が
共
に
過
去
最
低
を
記

録
し
た
。
就
業
者
の
総
数
は

こ
の
３
カ
月
間
で
５
％
減
少

し
て
８
１
７
０
万
人
と
な
っ

た
。
就
業
率
も
、
３
―
５
月

期
よ
り
２
・
７
％
Ｐ
下
が
っ
て

４
６
・８
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
仕
事
を
探
す
の

を
あ
き
ら
め
た
人
」
の
数
は

５
９
０
万
人
と
な
り
、
３
―

５
月
期
よ
り
８
・
１
％
増
、

昨
年
同
期
比
で
２
４
・
２
％

増
と
、
急
増
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
３
カ
月
間
で
失
わ
れ

た
４
３
０
万
件
の
雇
用
の
う

ち
、
半
分
が
労
働
手
帳
を
介

し
た
正
規
雇
用
者
だ
っ
た
。

　

雇
用
喪
失
分
を
分
野
別

で
見
て
み
る
と
、「
車
販
売

　
【
既
報
関
連
】
伯
人
の
食

卓
に
不
可
欠
な
米
な
ど
を
中

心
と
す
る
食
料
品
の
値
上
が

り
と
緊
急
支
援
金
の
支
給
額

減
額
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
大
型
小
売
店

な
ど
の
売
上
が
激
減
し
始
め

た
と
３
０
日
付
エ
ス
タ
ー
ド

紙
が
報
じ
た
。

　

緊
急
支
援
金
の
受
給
者
は

６
５
０
０
万
人
い
る
が
、
大
半

の
受
給
者
は
９
月
以
降
、
支

援
金
支
給
額
が
６
０
０
レ
ア
ル

か
ら
３
０
０
レ
ア
ル
（
母
子
家

庭
な
ど
で
家
計
を
支
え
る
女
性

は
１
２
０
０
レ
ア
ル
が
６
０
０

レ
ア
ル
）
に
半
減
し
た
。

　

こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け

た
の
が
、
緊
急
支
援
金
が
減

額
さ
れ
、
１
２
月
に
は
打
ち

き
ら
れ
る
事
を
知
っ
た
受
給

者
ら
が
食
料
品
な
ど
を
買
い

急
い
だ
の
を
受
け
、
食
料
品

を
中
心
に
物
価
が
急
激
に
上

昇
し
た
事
だ
。
１
０
月
１
５

日
締
め
の
拡
大
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ａ
―
１
５
）

は
０
・
９
４
％
上
が
っ
て
お

り
、
緊
急
支
援
金
な
ど
を
必

要
と
す
る
低
所
得
者
層
の
懐

１２年以降最大の１４・４％失業率

（１） ２０２０（令和二）年第５６０４号  １０月 ３１日 （土曜日）

（
８
万
９
１
７
６
件
）
を

既
に
超
え
た
。
１
〜
９
月

の
同
植
生
で
の
火
災
は
、

２
０
１
０
年
以
降
で
最
多
と

な
っ
て
い
る
。

　

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
や
モ

ウ
ロ
ン
副
大
統
領
は
近
日
中

に
外
国
か
ら
の
外
交
官
を
連

れ
て
ア
マ
ゾ
ン
を
上
空
視
察

す
る
意
向
で
、「
マ
ナ
ウ
ス
か

ら
ボ
ア
・
ヴ
ィ
ス
タ
の
ル
ー

ト
を
飛
ん
で
も
、
森
林
火
災

や
森
林
伐
採
の
形
跡
は
見
出

せ
な
い
」
と
豪
語
し
て
い
る

が
、
ロ
ラ
イ
マ
州
ロ
ラ
イ
ノ
ポ

リ
ス
は
今
年
最
も
火
災
が
多

発
し
て
い
る
場
所
の
一
つ
。
ま

た
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
フ
ィ
ゲ

イ
レ
ド
や
ロ
ラ
イ
マ
州
の
カ

ラ
カ
ラ
イ
ー
、
ロ
ラ
イ
ノ
ポ

リ
ス
で
は
、
２
０
１
８
年
８

月
か
ら
２
０
１
９
年
７
月
に

２
万
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

森
林
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

２
０
年
６
―
８
月
の
変

則
四
半
期
の
失
業
率
は
、
そ
の
前
の
変
則
四
半
期
（
３
―

５
月
）
と
比
べ
て
１
・
５
％

　

２
０
１
９
年
に
「
ヴ
ァ
ザ
・

ジ
ャ
ッ
ト
報
道
」
で
伯
国
政

界
を
揺
ら
し
た
伯
国
在
住
の

米
国
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、

グ
レ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ル
ド



〈１〉

寄き

付ふ

者し
ゃ

優ゆ
う

先せ
ん

、
要よ

う

予よ

約や
く

で
週し

ゅ
う

３
日か

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

が
５
日か

か
ら
再さ

い

開か
い

（２）２０２０（令和二）年 第５６０４号 １０月 ３１日 （土曜日）

１
１
月が

つ

休き
ゅ
う

館か
ん

日び

の
お
知し

ら
せ

　

本ほ
ん

日じ
つ

か
ら
東と

う

京き
ょ
う

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
高た

か

橋は
し

幸ゆ
き

春は
る

さ
ん
の
寄き

稿こ
う

を
６
回か

い

に
分わ

け
て
掲け

い

載さ
い

す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

地ち

の
一ひ

とつ
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

の
磐い

わ

田た

東と
う

新し
ん

町ち
ょ
う

団だ
ん

地ち

に
あ
る
若わ

か

者も
の

ラ
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
「
グ
リ
ー
ン
キ
ッ
ズ
」
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記き

事じ

だ
。
日に

本ほ
ん

で
育そ

だ
っ
た
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

青せ
い

年ね
ん

ら
の
心こ

こ
ろの
叫さ

け

び
が
歌う

た

と
し
て
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
、
フ
ァ
ン
に
気き

持も

ち
が
共

き
ょ
う

有ゆ
う

さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
み
な
ら
ず
、
米べ

い

国こ
く

メ
デ
ィ
ア
で
も
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
る
な
ど
、
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
浴あ

び
始は

じ

め
て

い
る
グ
ル
ー
プ
だ
。
今こ

ん

回か
い

特と
く

別べ
つ

に
、
Ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ａ
ｋ
紙し

に
も
翻ほ

ん

訳や
く

記き

事じ

を
掲け

い

載さ
い

す
る
。（
編へ

ん

集し
ゅ
う

部ぶ

）

グリーンキッズのメンバー

GREEN KIDS のミュージック・ビデオ「No Pain No Gain」

文
ぶん

協
きょう

静し
ず

岡お
か

県け
ん

磐い
わ

田た

駅え
き

か
ら
車く

る
まで

十じ
ゅ
う

数す
う

分ふ
ん

の
と
こ
ろ
に
磐い

わ

田た

東と
う

新し
ん

町ち
ょ
う

団だ
ん

地ち

が
あ
る
。
団だ

ん

地ち

の

周し
ゅ
う

辺へ
ん

は
田た

畑は
た

と
、
そ
し
て
一い

っ

戸こ

建だ

て
の
住

じ
ゅ
う

宅た
く

が
広ひ

ろ

が
る
。

　

こ
の
団だ

ん

地ち

の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

の
約や

く

６

割わ
り

は
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル
ー
な

ど
南な

ん

米べ
い

か
ら
の
デ
カ
セ
ギ
日に

っ

系け
い

人じ
ん

だ
。
こ
の
団だ

ん

地ち

か
ら
ラ

ッ
プ
グ
ル
ー
プ
、
グ
リ
ー
ン
キ

ッ
ズ
（
Ｇ
Ｋ
と
表

ひ
ょ
う

記き

）
が
誕た

ん

生じ
ょ
うし
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
日に

っ

系け
い

ペ
ル

ー
人じ

ん

の
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ａ(

ウ
ォ
ン
・

ア
サ
ヒ
コ
、
２
４)

、
日に

っ

系け
い

ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

―
Ａ(

島し
ま

田だ

ア
ラ
ン
、２
２)

、

Ｓ
ｗ
ａ
ｇ
―
Ａ(

ア
レ
ッ
ク

ス)

は
双ふ

た

子ご

の
兄

き
ょ
う

弟だ
い

、
そ
し

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

規き

制せ
い

緩か
ん

和わ

レ
ベ
ル
を

「
５
段だ

ん

階か
い

中ち
ゅ
うの
４
段だ

ん

階か
い

目め

」

を
示し

め

す
「
緑み

ど
り
」
へ
の
引ひ

き
上あ

げ
た
の
に
伴と

も
ない
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

は
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

（
山や

ま

下し
た

リ
ジ
ア
玲れ

い

子こ

運う
ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）

を
１
１
月が

つ

５
日か

か
ら
、
感か

ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

を
徹て

っ

底て
い

し
て
段だ

ん

階か
い

的て
き

に

再さ
い

開か
い

す
る
こ
と
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍か

で
経け

い

営え
い

が
困こ

ん

難な
ん

に
な
っ
た
同ど

う

館か
ん
へ
の
寄き

付ふ

「
ア

ミ
ー
ゴ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
賛さ

ん

同ど
う

し
て
寄き

付ふ

し
て
く
れ
た
人ひ

と

を
優ゆ

う

先せ
ん

す
る
が
、
一い

っ

般ぱ
ん

来ら
い

場
じ
ょ
う

者し
ゃ

も
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うで
き
る

　

石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
文ぶ

ん

協き
ょ
う

会か
い

長
ち
ょ
う

は
「
コ
ロ
ナ
禍か

で
約や

く

７
カ
月げ

つ

を
経た

て
、
や
っ
と
再さ

い

開か
い

し
ま

し
た
。
来ら

い

館か
ん

し
て
い
た
だ
き

移い

民み
ん

の
歴れ

き

史し

を
再さ

い

確か
く

認に
ん

し
て

く
だ
さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い

る
。

　

聖せ
い

市し

が
定さ

だ

め
た
感か

ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

を
万ば

ん

全ぜ
ん

に
し
た
体た

い

制せ
い

で
活か

つ

動ど
う

再さ
い

開か
い

を
行お

こ
な
う
。
入

に
ゅ
う

館か
ん

の
際さ

い

に

は
体た

い

温お
ん

測そ
く

定て
い

を
行お

こ
な
い
、
入い

り

口ぐ
ち

で
手て

消し
ょ
う

毒ど
く

ジ
ェ
ル
や
消

し
ょ
う

毒ど
く

用よ
う

マ
ッ
ト
で
の
消

し
ょ
う

毒ど
く

を
行お

こ
な
う
。
各か

く

所し
ょ

に
も
ア
ル
コ
ー
ル
消

し
ょ
う

毒ど
く

を

設せ
っ

置ち

し
、
入

に
ゅ
う

館か
ん

者し
ゃ

、
従

じ
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

員い
ん

と
も
に
マ
ス
ク
を
義ぎ

務む

化か

し
て

い
る
。
１
・
５
メ
ー
ト
ル
の
人じ

ん

間か
ん

距き
ょ

離り

確か
く

保ほ

を
行お

こ
な
い
、
そ
の

距き
ょ

離り

を
あ
け
る
マ
ー
ク
に
沿そ

っ

て
移い

動ど
う

す
る
よ
う
設せ

っ

定て
い

し
て

い
る
。

　

来ら
い

館か
ん

者し
ゃ

は
１
時じ

間か
ん

に
最さ

い

大だ
い

２
５
人に

ん

ま
で
の
定て

い

員い
ん

を
維い

持じ

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
使し

用よ
う

は

２
人に

ん

ま
で
（
同ど

う

一い
つ

家か

族ぞ
く

の
場ば

合あ
い

、
４
人に

ん

ま
で
）
と
定さ

だ

め
て

い
る
。
館か

ん

内な
い

の
清せ

い

掃そ
う

頻ひ
ん

度ど

を

上あ

げ
、
施し

設せ
つ

ス
タ
ッ
フ
は
全ぜ

ん

員い
ん

各か
く

部ぶ

門も
ん

ご
と
に
必ひ

つ

要よ
う

と
さ

れ
る
感か

ん

染せ
ん

予よ

防ぼ
う

対た
い

策さ
く

訓く
ん

練れ
ん

を

実じ
っ

施し

。
同ど

う

館か
ん

施し

設せ
つ

の
換か

ん

気き

シ

ス
テ
ム
は
空く

う

気き

を
４
０
分ぷ

ん

毎ご
と

に
１
０
０
％
換か

ん

気き

を
行お

こ
な
う
と

の
こ
と
。

　

ロ
ッ
カ
ー
や
館か

ん

内な
い

の
図と

書し
ょ

館か
ん

、
飲い

ん

料り
ょ
う

用よ
う

ウ
ォ
ー
タ
ー
サ

ー
バ
ー
な
ど
の
使し

用よ
う

は
禁き

ん

止し

、

ガ
イ
ド
付つ

き
見け

ん

学が
く

会か
い

や
講こ

う

演え
ん

会か
い

な
ど
は
行お

こ
なわ
な
い
模も

様よ
う

。
　

移い

民み
ん

史し

料り
ょ
う

館か
ん

は
１
１
月が

つ

５
日か

か
ら
当と

う

面め
ん

、
木も

く

曜よ
う

日び

・
金き

ん

曜よ
う

日び

・
土ど

曜よ
う

日ひ

の
１
０
時じ

３
０
分ぷ

ん

〜
２
時じ

３
０
分ぷ

ん

ま
で移

い

民
みん

史
し

料
りょう

館
かん

紹
しょう

介
かい

ビデオより（https://youtu.be/9oCbm2KbjTk）

て
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ(

ブ
ル
ー
ノ
・

ケ
ン
ジ
・
サ
イ
ト
ウ
・
吉よ

し

谷た
に

、

２
２)

、
Ｄ
Ｊ　

Ｐ
Ｉ
Ｇ(

フ

タ
マ
タ
・
ク
レ
ス
ポ
・
ア
レ

ッ
ク
ス)

の
２
人り

。
Ｐ
Ｉ
Ｇ

だ
け
が
ブ
ラ
ジ
ル
生う

ま
れ
で
、

１
２
歳さ

い

の
時と

き

に
両

り
ょ
う

親し
ん

に
連つ

れ

ら
れ
て
来ら

い

日に
ち

。
Ｃ
ｒ
ａ
ｚ
ｙ

―
Ｋ(

大お
お

岡お
か

剛こ
う

汰た

、
２
１)

は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
。

　

Ｇ
Ｋ
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
ペ
ル

ー
、
日に

本ほ
ん

の
混こ

ん

成せ
い

ラ
ッ
プ
グ

ル
ー
プ
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ａ
は
ペ
ル
ー
人じ

ん

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

系け
い

、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
血ち

を
引ひ

く
四よ

ん

世せ
い

、
そ
の
他ほ

か

の
メ
ン
バ
ー
も
ブ

ラ
ジ
ル
人じ

ん

と
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
血ち

を

引ひ

き
、「
ハ
ー
フ
」
の
容よ

う

貌ぼ
う

だ
。

　

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
Ｆ
ｌ
ｉ
ｇ
ｈ

限げ
ん

定て
い

で
開か

い

館か
ん

す
る
。
４
つ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
１
０
時じ

３
０

分ぷ
ん

〜
１
１
時じ

３
０
分ぷ

ん

・
１
１

時じ

３
０
分ぷ

ん

〜
１
２
時じ

３
０

分ぷ
ん

・
１
２
時じ

３
０
分ぷ

ん

〜
１
３

時じ

３
０
分ぷ

ん

・
１
３
時じ

３
０
〜

１
４
時じ

３
０
分ぷ

ん

）
で
分わ

か
れ

て
お
り
、
各か

く

時じ

間か
ん

２
５
人に

ん

ま

で
の
定て

い

員い
ん

と
な
っ
て
い
る
。

　

入
に
ゅ
う

館か
ん

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
ま
ず
文ぶ

ん

協き
ょ
うサ
イ
ト
内な

い

（h
ttp
s://

w
w
w
.b
u
n
k
y
o
.o
rg
.

b
r/b
r/h
o
m
e/

）

の

予よ

約や
く

ペ
ー
ジ
か
ら
申も

う

し
込こ

む
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

事じ

務む

局き
ょ
く（
日に

本ほ
ん

語ご

対た
い

応お
う

可か

能の
う

、
電で

ん

話わ

＝

１
１
・
３
２
０
９
・
５
４
６
５

／
メ
ー
ル
＝m

u
seu
@

bunkyo.org.br

）
ま
で
。

　

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

総そ
う

ｔ
―
Ａ
、
Ｓ
ｗ
ａ
ｇ
―
Ａ
の

３
人に

ん

は
こ
の
団だ

ん

地ち

で
生う

ま
れ
、

Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
は
浜は

ま

松ま
つ

市し

か
ら

引ひ

っ
越こ

し
て
き
て
、
こ
の
団だ

ん

地ち

で
育そ

だ

っ
た
。
Ｐ
Ｉ
Ｇ
と
Ｃ
ｒ

ａ
ｚ
ｙ
―
Ｋ
の
２
人り

は
隣り

ん

接せ
つ

す
る
袋

ふ
く
ろ

井い

市し

で
成せ

い

長ち
ょ
うし
た
。

　
　
　
　
　

☆

　

１
９
９
０
年ね

ん

入に
ゅ
う

国こ
く

管か
ん

理り

法ほ
う

が
改か

い

正せ
い

さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ペ
ル
ー
、
パ
ラ
グ
ア
イ
な
ど
の

中ち
ゅ
う

南な
ん

米べ
い

の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

二に

世せ
い

や
三さ

ん

世せ
い

が
就

し
ゅ
う

労ろ
う

目も
く

的て
き

で
来ら

い

日に
ち

し
、

日に

本ほ
ん

で
暮く

ら
す
よ
う
に
な
っ

た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
起お

き
た
２
０
０
８
年ね

ん

に
は
、
そ

の
数か

ず

３
６
万ま

ん

人に
ん

と
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
当と

う

時じ

、
在ざ

い

日に
ち

ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

は
約や

く

３
１
万ま

ん

人に
ん

、
そ

れ
以い

降こ
う

は
職し

ょ
く

を
失う

し
な

い
帰き

国こ
く

す
る
も
の
が
相あ

い

次つ

ぎ
、
約や

く

１
７
万ま

ん

３
千せ

ん

人に
ん(

２
０
１
５

年ね
ん)
に
ま
で
減へ

っ
た
。
し

か
し
最さ

い

近き
ん

の
労ろ

う

働ど
う

力り
ょ
く

不ぶ

足そ
く

を
反は

ん

映え
い

し
て
現げ

ん

在ざ
い

で
は
約や

く

２
０
万ま

ん

７
千せ

ん

人に
ん(

２
０
１
９

年ね
ん)

に
増ぞ

う

加か

し
て
い
る
。

　

磐い
わ

田た

市し

で
も
２
０
０
８

年ね
ん

７
５
１
９
人に

ん

だ
っ
た
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

は
、
２
０
１
４
年ね

ん

３
５
３
５
人に

ん

に
減へ

り
、
現げ

ん

在ざ
い

は
４
８
２
５
人に

ん

に
な
っ
て
い

る
。

「
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前ま

え

は
、

東と
う

新し
ん

町ち
ょ
う

団だ
ん

地ち

は
、
僕ぼ

く

ら
ブ
ラ

ジ
ル
人じ

ん

で
も
近ち

か

づ
く
な
、
あ

そ
こ
は
危あ

ぶ

な
い
と
い
う
評

ひ
ょ
う

判ば
ん

が
立た

っ
て
い
た
く
ら
い
荒あ

れ
た

地ち

区く

で
し
た
」

　

Ｐ
Ｉ
Ｇ
が
初は

じ

め
て
団だ

ん

地ち

を

訪お
と
ずれ
た
時と

き

、
自じ

販は
ん

機き

の
現げ

ん

金き
ん

が
持も

ち
去さ

ら
れ
る
と
い
う
事じ

件け
ん

が
起お

き
て
い
た
。
何な

ん

台だ
い

も

の
パ
ト
カ
ー
が
非ひ

常じ
ょ
う

灯と
う

を
点て

ん

滅め
つ

さ
せ
て
い
た
。

「
あ
の
頃こ

ろ

は
、
団だ

ん

地ち

内な
い

に
２
４

時じ

間か
ん

パ
ト
カ
ー
が
常

じ
ょ
う

駐ち
ゅ
うし
て

い
ま
し
た
」(

Ｐ
Ｉ
Ｇ)

　

２
０
１
３
年ね

ん

に
結け

っ

成せ
い

さ

れ
た
Ｇ
Ｋ
が
一い

ち

躍や
く

注ち
ゅ
う

目も
く

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

（
桑く

わ

名な

良り
ょ
う

輔す
け

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

）
は
、
１
１
月が

つ

２
日か

■
休き

ゅ
う

刊か
ん

告こ
く

知ち

■

　

１
１
月が

つ

２
日か

（
月げ

つ

）
が

「
死し

者し
ゃ

の
日ひ

」
の
祭さ

い

日じ
つ

の
た

め
、
翌よ

く

３
日か

（
火か

）
が
休

き
ゅ
う

刊か
ん

に
な
る
。
こ
の
週し

ゅ
う
の
本ほ

ん

紙し

発は
っ

行こ
う

は
「
４
日か

（
水す

い

）
付づ

け

」
か

ら
と
な
る
の
で
注

ち
ゅ
う

意い

を
。

　

宗
し
ゅ
う

教き
ょ
う

法ほ
う

人じ
ん

Ｇ
Ｌ
Ａ
（
高た

か

橋は
し

佳け
い

子こ

主し
ゅ

宰さ
い

）
は
１
１
月が

つ

「
Ｅ.

Ｎ.

Ｔ
」
と
い
う
曲き

ょ
く
だ
。

東と
う

新し
ん

町ち
ょ
う、
つ
ま
り
「
Ｅ
ａ
ｓ

ｔ　

Ｎ
ｅ
ｗ　

Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
」

の
意い

味み

だ
。
こ
の
曲き

ょ
く
は
こ
ん

な
リ
リ
ッ
ク(

歌か

詞し)

で
始は

じ

ま

る
。

〈
始は

じ

ま
り
は
こ
の
団だ

ん

地ち

だ
 ！/

east new
 tow
n

俺お
れ

様さ
ま

は

こ
こ
で
 育そ

だ
っ
た/

ガ
 キ
の
頃こ

ろ

か

ら
の
仲な

か

間ま

が
 集あ

つ

ま
っ
た/

こ
の

中な
か

始は
じ

め
て
の
万ま

ん

引び

き
は
ヤ
ギ
 

兄き
ょ
う

弟だ
い

と
ヤ
ナ
ギ
 ヤ
〉

　

ヤ
ギ
兄

き
ょ
う

弟だ
い

と
ヤ
ナ
ギ
ヤ
は

団だ
ん

地ち

の
近ち

か

く
に
あ
っ
た
ス
ー
パ

ー
だ
。

　

Ｇ
Ｋ
の
リ
ー
ダ
ー
Ａ
Ｃ
Ｈ

Ａ
が
最さ

い

初し
ょ

に
万ま

ん

引び

き
し
た
の

は
ス
ー
パ
ー
の
焼や

き
餃

ぎ
ょ
う

子ざ

だ

っ
た
。
親お

や

は
稼か

せ

ぐ
こ
と
で
精せ

い

一い
っ

杯ぱ
い

、
子こ

供ど
も

の
世せ

話わ

ま
で
手て

が
回ま

わ

ら
な
い
。
学が

っ

校こ
う

に
行い

け

ば
い
じ
め
が
待ま

っ
て
い
る
。
給

き
ゅ
う

食し
ょ
くに
あ
り
つ
く
こ
と
と
も
で
き

Ｇ
Ｌ
Ａ
高た

か

橋は
し

佳け
い

子こ

講こ
う

演え
ん

会か
い

「
２
０
２
０
自じ

分ぶ
ん

を
知し

る
力ち
か
ら

」

１
日た

ち

（
日に

ち

）、「
自じ

分ぶ
ん

を
知し

る

力ち
か
ら」
と
題だ

い

し
た
高た

か

橋は
し

主し
ゅ

宰さ
い

の

講こ
う

演え
ん

会か
い

を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
日に

本ほ
ん

か
ら
生な

ま

中ち
ゅ
う

継け
い

す

る
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
同ど

う

日じ
つ

１
０

時じ

か
ら
１
２
時じ

半は
ん

、
１
５
時じ

か
ら
１
７
時じ

半は
ん

、
１
８
時じ

か

ら
２
０
時じ

半は
ん

。
日に

本ほ
ん

語ご

ポ
ル

ト
ガ
ル
語ご

訳や
く

付つ
き

。

　

参さ
ん

加か

費ひ

は
３
０
レ
ア
ル
。

会か
い

員い
ん

は
下か

記き

申も
う

し
込こ

み
フ
ォ

ー
ム
か
ら
申し

ん

請せ
い

（h
ttp
s://

w
w
w
.gla.jp

/g/

）
す
る

こ
と
。
非ひ

会か
い

員い
ん

は
誘さ

そ

っ
た
会か

い

な
い
。
腹は

ら

を
空す

か
せ
て
団だ

ん

地ち

内な
い

を
さ
ま
よ
い
歩あ

る

く
。

〈
お
腹な

か

空す

い
て
万ま

ん

引び

き
な

ん
て
そ
ん
な
の
日に

ち

常じ
ょ
う
〉(

「
Ｅ.

Ｎ.

Ｔ
」)

　

彼か
れ

ら
が
叩た

た

き
つ
け
る
よ
う

に
し
て
リ
リ
ッ
ク
に
込こ

め
る
の

は
、
こ
の
団だ

ん

地ち

で
経け

い

験け
ん

し
た

つ
ら
い
こ
と
、
悲か

な

し
い
こ
と
、

怒い
か

り
、
そ
し
て
喜よ

ろ
こ
び
だ
。

「
Ｅ.

Ｎ.

Ｔ
だ
け
で
は
な
く
、

俺お
れ

た
ち
が
作つ

く

る
曲き

ょ
く
は
す
べ
て

実じ
っ

際さ
い

に
体た

い

験け
ん

し
た
こ
と
に
基も

と

づ
い
て
い
る
。
そ
れ
が
俺お

れ

た
ち

Ｇ
Ｋ
の
強つ

よ

み
な
ん
だ
」(

Ｆ

ｌ
ｉ
ｇ
ｔ
―
Ａ)

（
つ
づ
く
）

員い
ん

を
通と

お

し
て
、
申も

う

し
込こ

み
参さ

ん

加か

費ひ

を
支し

払は
ら

う
。
講こ

う

演え
ん

会か
い

視し

聴ち
ょ
う

方ほ
う

法ほ
う

は
申も

う

し
込こ

み
後ご

、
説せ

つ

明め
い

書し
ょ

を
送そ

う

付ふ

す
る
。

　

問と
い

合あ

わ
せ
は
担た

ん

当と
う

電で
ん

話わ

ま
で
（
ひ
ろ
子こ

＝
９
７
２ 

０
５
・
１
４
３
８
、
早さ

苗な
え

＝

９
９
６
１
４
・０
６
１
０
）

　

Ｇ
Ｌ
Ａ
に
つ
い
て
は
公こ

う

式し
き

ペ
ー
ジ
が
開か

い

設せ
つ

さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
s://

w
w
w
.gla.or.jp/

）

た
Ｙ
氏し

は
講こ

う

演え
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し

ま
し
た
。
参さ

ん

考こ
う

に
な
る
こ
と

は
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中な

か

で
も
、「
あ
り
が
と
う

の
力ち

か
ら
」
と
言い

う
話は

な
し
が
印い

ん

象し
ょ
うに

残の
こ

り
ま
し
た
。

　

家い
え

に
帰か

え

る
と
、妻つ

ま

か
ら
、「
Ｂ

さ
ん
か
ら
電で

ん

話わ

が
あ
っ
た
」

と
、
つ
っ
け
ん
ど
ん
に
言い

わ
れ

ま
し
た
。
い
つ
も
な
ら「
う
ん
」

や
「
あ
あ
」
と
返か

え

す
と
こ
ろ

で
す
。
Ｙ
氏し

は
講こ

う

演え
ん

を
思お

も

い

出だ

し
、「
あ
り
が
と
う
」
と
返へ

ん

事じ

を
し
ま
し
た
。

　

食
し
ょ
く

事じ

の
と
き
も
、「
取と

り
皿ざ

ら

を
く
れ
る
か
い
？
」「
は
い
」「
あ

り
が
と
う
」。「
お
醤

し
ょ
う

油ゆ

と
っ
て
」

「
ど
う
ぞ
」「
あ
り
が
と
う
」

と
、
か
な
ら
ず
添そ

え
る
よ
う

に
し
た
Ｙ
氏し

。

　

た
っ
た
一ひ

と

言こ
と

で
す
が
、
こ
の

日ひ

か
ら
夫ふ

う

婦ふ

の
関か

ん

係け
い

に
変へ

ん

化か

が
生し

ょ
う
じ
ま
し
た
。
少す

こ

し
ず
つ

夫ふ
う

婦ふ

の
会か

い

話わ

が
増ふ

え
て
き
た

の
で
す
。

《
コ
ラ
ム
》
倫り

ん

理り

経け
い

営え
い

プ
ラ
ス
言こ

と

葉ば

の
大お

お

き
な
力ち

か
ら

　

そ
れ
ま
で
は
一い

っ

方ぽ
う

的て
き

な
言こ

と

葉ば

の
投な

げ
か
け
だ
っ
た
の
が
、「
あ

り
が
と
う
」
と
受う

け
止と

め
る

こ
と
で
夫ふ

う

婦ふ

の
心こ

こ
ろの
距き

ょ

離り

が
縮ち

ぢ

ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
だ
い
に
妻つ

ま

の
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うが
明あ

か

る
く
な
り
、
子こ

供ど
も

た
ち
に
も

笑え

顔が
お

が
多お

お

く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
も
し
Ｙ
氏し

が
、
講こ

う

演え
ん

の

後あ
と

、「
今き

ょ
う日
は
良よ

い
話は

な
し

を
聞き

い
た
ぞ
。
こ
れ
か
ら
は
あ
り

が
と
う
と
言い

え
よ
」
と
家か

族ぞ
く

に
押お

し
付つ

け
て
い
た
ら
ど
う

な
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
。
会か

い

話わ

ど
こ
ろ
か
家か

庭て
い

の
雰ふ

ん

囲い

気き

は

ま
す
ま
す
暗く

ら

く
、
ギ
ス
ギ
ス

し
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
は
ず

で
す
。
よ
い
話は

な

し
を
聞き

い
て
、

そ
れ
を
実じ

っ

際さ
い

に
実じ

っ

践せ
ん

し
た
と

こ
ろ
か
ら
、
家か

族ぞ
く

に
変へ

ん

化か

が

生う

ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
父ち

ち

親お
や

の
言こ

と

葉ば

ひ

と
つ
が
、
家か

族ぞ
く

を
大お

お

き
く
変か

え
る
こ
と
に
驚お

ど
ろ
い
た
Ｙ
氏し

で

し
た
。
Ｙ
氏し

が
赴ふ

任に
ん

し
た
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
雰ふ

ん

囲い

気き

も
薄う

す

皮か
わ

を
は

が
す
よ
う
に
変へ

ん

化か

し
て
い
き

ま
し
た
。

　

赴ふ

任に
ん

当と
う

時じ

は
「
ど
う
し
た

ら
子こ

供ど
も

た
ち
が
変か

わ
る
か
」

と
考か

ん
が
え
て
い
た
Ｙ
氏し

で
す
が
、

「
ま
ず
わ
れ
わ
れ
教

き
ょ
う

師し

が
変か

わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
、
毎ま

い

週し
ゅ
う、
職

し
ょ
く

員い
ん

会か
い

議ぎ

を
開ひ

ら

く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

又ま
た

、
不ふ

登と
う

校こ
う

の
生せ

い

徒と

の
家い

え

に
は
、
Ｙ
氏し

自み
ず
から
足あ

し

を
運は

こ

ん

で
声こ

え

を
か
け
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ほ
か
の
先せ

ん

生せ
い

も
、
根こ

ん

気き

よ
く
生せ

い

徒と

の
話は

な
し
を
聞き

き
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
送お

く

る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

翌よ
く

年と
し

、
３
年ね

ん

生せ
い

全ぜ
ん

員い
ん

が
進し

ん

学が
く

や
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くを
決き

め
て
、
無ぶ

事じ

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

式し
き

を
迎む

か

え
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。
言こ

と

葉ば

の
力ち

か
ら
は

存ぞ
ん

外が
い

に
大お

お

き
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
発は

っ

す
る
人ひ

と

の
立た

ち

場ば

に
よ
っ
て
、
そ
の
影え

い

響き
ょ
う

力り
ょ
くは

変か

わ
り
ま
す
。
特と

く

に
家か

庭て
い

や

職し
ょ
く

場ば

で
上う

え

の
人ひ

と

が
発は

っ

す
る
言こ

と

葉ば

に
は
、
場ば

を
一い

っ

変ぺ
ん

さ
せ
る

ほ
ど
の
力ち

か
ら
が
あ
り
ま
す
。
プ

ラ
ス
の
言こ

と

葉ば

で
家か

庭て
い

や
職

し
ょ
く

場ば

を
明あ

か

る
く
す
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

＊
本ほ

ん

欄ら
ん

は
、
発は

っ

行こ
う

元も
と

で
あ
る

日に

本ほ
ん

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

よ
り
許き

ょ

可か

を
受う

け
掲け

い

載さ
い

。

＊
日に

本ほ
ん

倫り
ん

理り

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

「
今こ

ん

週し
ゅ
うの

倫り
ん

理り

」
２
０
２
０

年ね
ん

４
月が

つ

２
５
日に

ち

　サンパウロ州
しゅう

倫
りん

理
り

法
ほう

人
じん

会
かい

はブラジル倫
りん

理
り

の会
かい

の会
かい

員
いん

組
そ

織
しき

です。「企
き

業
ぎょう

に倫
りん

理
り

を　職
しょく

場
ば

に心
こころ

を　家
か

庭
てい

に愛
あい

を」を
スローガンに、まず経

けい

営
えい

者
しゃ

自
じ

身
しん

が純
じゅん

粋
すい

倫
りん

理
り

を学
まな

び、活
かつ

力
りょく

に満
み

ちた人
にん

間
げん

に変
か

わることによって、社
しゃ

員
いん

が変
か

わり、企
き

業
ぎょう

文
ぶん

化
か

が変
か

わり、自
じ

社
しゃ

の繁
はん

栄
えい

を目
め

指
ざ

すものです。
　倫

りん

理
り

法
ほう

人
じん

会
かい

の会
かい

員
いん

同
どう

士
し

が集
つど

い、語
かた

り合
あ

うことで、自
じ

分
ぶん

だけでは気
き

付
づ

かなかったような経
けい

営
えい

のヒントも得
え

られま
す。人

ひと

と人
ひと

との出
で

会
あ

いは、経
けい

営
えい

力
りょく

を高
たか

める強
つよ

い原
げん

動
どう

力
りょく

で
す。
　日

に

本
ほん

の倫
りん

理
り

法
ほう

人
じん

会
かい

では、約
やく

７万
まん

社
しゃ

が会
かい

員
いん

登
とう

録
ろく

してお
り、活

かつ

動
どう

拠
きょ

点
てん

となる経
けい

営
えい

者
しゃ

モーニングセミナーは全
ぜん

国
こく

に
７００会

かい

場
じょう

を有
ゆう

しています。
　サンパウロ州

しゅう

倫
りん

理
り

法
ほう

人
じん

会
かい

はサンパウロ倫
りん

理
り

法
ほう

人
じん

会
かい

とし
て経

けい

営
えい

者
しゃ

モーニングセミナーを第
だい

１と第
だい

３土
ど

曜
よう

日
ひ

午
ご

前
ぜん

８
時
じ

半
はん

から日
にっ

系
けい

パレスホテルで開
かい

催
さい

、カンピーナス倫
りん

理
り

法
ほう

倫
りん

理
り

セミナー参
さん

加
か

のすすめ

■連
れん

絡
らく

先
さき

■
電
でん

話
わ

:（１９）９９６３５・８１３５
E-Mail : rinribrasil17@gmail.com

人
じん

会
かい

は第
だい

１と第
だい

３月
げつ

曜
よう

日
び

の午
ご

前
ぜん

７時
じ

半
はん

からエウロスイト
カンピーナスホテル。
　なお、参

さん

加
か

希
き

望
ぼう

の方
かた

は事
じ

前
ぜん

に電
でん

話
わ

にて確
かく

認
にん

をお願
ねが

い
致
いた

します。現
げん

在
ざい

はコロナの関
かん

係
けい

でオンラインセミナーを行
おこ

なっています。
　また、９月

がつ

１日
たち

からは、新
しん

体
たい

制
せい

での運
うん

営
えい

が始
はじ

まりました。
　カンピーナス倫

りん

理
り

法
ほう

人
じん

会
かい

の設
せつ

立
りつ

に伴
ともな

い、組
そ

織
しき

を改
かい

変
へん

し、
当
とう

地
ち

で会
かい

が根
ね

強
づよ

く発
はっ

展
てん

するため、ブラジル人
じん

が会
かい

長
ちょう

とな
ります。
　「倫

りん

理
り

経
けい

営
えい

」で新
あたら

しいブラジルの社
しゃ

会
かい

作
づく

りに貢
こう

献
けん

して参
まいり

ります。

」
２
０
２
０

」
２
０
２
０

　

都と

内な
い

で
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

の
校こ

う

長ち
ょ
うを

し
て
い
た
Ｙ
氏し

は
、
Ａ
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

へ
の
赴ふ

任に
ん

が
決き

ま
り
ま
し

た
。
そ
の
学が

っ

校こ
う

は
荒あ

れ
て
い

て
、
ま
と
も
に
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うが
で
き

る
雰ふ

ん

囲い

気き

で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
不ふ

登と
う

校こ
う

の
生せ

い

徒と

に

も
、
教

き
ょ
う

師し

が
き
ち
ん
と
対た

い

応お
う

し
て
い
な
い
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うで
し
た
。

　

山さ
ん

積せ
き

す
る
問も

ん

題だ
い

に
、「
大た

い

変へ
ん

な
学が

っ

校こ
う

に
赴ふ

任に
ん

し
て
し
ま
っ

た
」
と
思お

も
っ
た
Ｙ
氏し

。
実じ

つ

は
家か

庭て
い

の
中な

か

に
も
問も

ん

題だ
い

が
生し

ょ
うじ
て
い

た
の
で
す
。
家か

族ぞ
く

は
５
人に

ん

。
妻つ

ま

と
は
ほ
と
ん
ど
会か

い

話わ

が
な
く
、

年と
し

頃ご
ろ

の
子こ

供ど
も

た
ち
３
人に

ん

と
も

親お
や

子こ

の
会か

い

話わ

ら
し
い
会か

い

話わ

は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
る
日ひ

、
倫り

ん

理り

を
学ま

な

ん
で

い
る
知ち

人じ
ん

と
ば
っ
た
り
出で

会あ

い
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

に
誘さ

そ

わ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
よ
み
が
え

る
か
家か

庭て
い

」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　

家か

庭て
い

の
不ふ

和わ

を
抱か

か

え
て
い

10

（
月げ

つ

）
が
「
死し

者し
ゃ

の
日ひ

」
の
た

め
休

き
ゅ
う

館か
ん

す
る
。

在ざ
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん



昨き
の
う日

の
国こ

く

際さ
い

派は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

養よ
う

成せ
い

講こ
う

座ざ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
で
は
、「
国こ

く

語ご

が
育そ

だ

て
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
編へ

ん

と
題だ

い

し
て
、
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

が
人ひ

と

作づ
く

り

の
根こ

ん

幹か
ん

で
あ
る
こ
と
を
お
話は

な

し
し
ま
し
た
。
本ほ

ん

年ね
ん

度ど

か
ら
、

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

５
、６
年ね

ん

生せ
い

に
英え

い

語ご

を
正せ

い

式し
き

教き
ょ
う

科か

と
し
て
教お

し

え
る

こ
と
が
始は

じ

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
改か

い

革か
く

」
の
前ぜ

ん

提て
い

に
あ

る
の
が
、「
言こ

と

葉ば

は
通つ

う

信し
ん

手し
ゅ

段だ
ん

」
と
い
う
考か

ん
が

え
方か

た

で
し
ょ
う
。 

　

た
と
え
ば
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

に
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と

呼よ

び
か
け
よ
う
と
思お

も

っ
た
ら
、「
ハ
ロ
ー
！
」
と
い
う
英え

い

語ご

に
訳や

く

し
て
声こ

え

に
出だ

し
ま
す
。
そ
れ
を
聞き

い
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

は
、「
ニ
ー
ハ
オ
！
」
と
訳や

く

し
て
受う

け
と
め
ま
す
。
二ふ

た

人り

を

つ
な
ぐ
「
ハ
ロ
ー
！
」
と
い
う
英え

い

語ご

は
、
携け

い

帯た
い

と
携け

い

帯た
い

を

つ
な
ぐ
通つ

う

信し
ん

用よ
う

電で
ん

波ぱ

の
よ
う
な
も
の
だ
と
い
う
考か

ん
が

え
で
す
。 

　

英え
い

語ご

を
覚お

ぼ

え
れ
ば
、
こ
う
い
う
国こ

く

際さ
い

的て
き

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
考か

ん
が

え
は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
言げ

ん

語ご

の
一い

ち

面め
ん

を
捉と

ら

え
て
い
ま
す
が
、
言げ

ん

語ご

に
は
人ひ

と

作づ
く

り
の
た
め
に

も
っ
と
深ふ

か

い
意い

味み

が
あ
る
、と
い
う
の
が
、弊へ

い

誌し

の
考か

ん
がえ

方か
た

で
す
。

  　

言げ
ん

語ご

は
、
人に

ん

間げ
ん

が
世せ

界か
い

を
認に

ん

識し
き

す
る
枠わ

く

組ぐ

み
を
形け

い

成せ
い

し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
家か

族ぞ
く

を
ど
う
呼よ

ぶ
か
、
と
い
う
点て

ん

で
、
日に

本ほ
ん

語ご

は
英え

い

語ご

と
は
相そ

う

当と
う

違ち
が

う
言こ

と

葉ば

を
使つ

か

い
ま
す
。 

　

母は
は

親お
や

が
２
人り

兄き
ょ
う

弟だ
い

の
う
ち
、
兄あ

に

の
方ほ

う

を
「
お
に
い
ち
ゃ
ん
」

と
呼よ

ん
だ
り
し
ま
す
。
ま
た
、
父ち

ち

親お
や

、
す
な
わ
ち
夫お

っ
とを

「
パ
パ
」

と
呼よ

び
ま
す
。
母は

は

親お
や

に
と
っ
て
、
な
ぜ
自じ

分ぶ
ん

の
子こ

供ど
も

を
「
お
に

い
ち
ゃ
ん
」
と
呼よ

び
、
夫お

っ
とを

「
パ
パ
」
と
呼よ

ぶ
の
で
し
ょ
う
か
？　

英え
い

語ご

を
母ぼ

国こ
く

語ご

と
す
る
人ひ

と

々び
と

か
ら
見み

れ
ば
、
訳わ

け

が
分わ

か
り
ま
せ

ん
。

　
こ
う
し
た
呼よ

び
方か

た

を
、「
親し

ん

族ぞ
く

用よ
う

語ご

の
原げ

ん

点て
ん

移い

動ど
う

」
と
解か

い

す

る
言げ

ん

語ご

理り

論ろ
ん

が
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、母は

は

親お
や

は
家か

族ぞ
く

の
う
ち
、も
っ

と
も
幼お

さ
ない

メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
次じ

男な
ん

に
原げ

ん

点て
ん

を
移い

動ど
う

し
、
次じ

男な
ん

の
視し

点て
ん

か
ら
「
お
に
い
ち
ゃ
ん
」、「
パ
パ
」
と
呼よ

ぶ
の
で
す
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
や
や
こ
し
い
呼よ

び
方か

た

を
わ
ざ
わ
ざ
す
る
の
で
し
ょ

う
。

　

そ
れ
は
日に

本ほ
ん

語ご

で
は
、
長

ち
ょ
う

幼よ
う

の
序じ

ょ

を
大た

い

切せ
つ

に
し
て
お
り
、
一い

ち

番ば
ん

、若わ
か

い
メ
ン
バ
ー
を
基き

点て
ん

に
し
て
、長

ち
ょ
う

男な
ん

は
「
お
に
い
ち
ゃ
ん
」、

夫お
っ
とは

「
パ
パ
」
と
敬け

い

意い

を
込こ

め
て
呼よ

ぶ
、
と
い
う
の
が
、
筆ひ

っ

者し
ゃ

国こ
く

語ご

が
育そ

だ

て
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

　
　
　
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
講こ

う

座ざ

２
―
３
か
ら

２０２０年
ねん

８月
がつ

３０日
にち

版
ばん

の
解か

い

釈し
ゃ
くで

す
。
家か

族ぞ
く

の
中な

か

で
も
敬け

い

意い

を
込こ

め
た
呼よ

び
方か

た

を
す
る
、

と
い
う
所と

こ
ろに

、
濃こ

ま

や
か
な
人に

ん

間げ
ん

関か
ん

係け
い

を
大た

い

切せ
つ

に
す
る
日に

本ほ
ん

語ご

の

世せ

界か
い

観か
ん

が
表あ

ら
われ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
英え

い

語ご

で
は
、
母は

は

親お
や

は
長

ち
ょ
う

男な
ん

を
「
ジ
ョ
ン
」、
次じ

男な
ん

を
「
フ
レ
ッ
ド
」、
夫お

っ
と

を
「
マ
ー
ク
」
な
ど
と
す
べ
て
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
で
呼よ

び
ま
す
。
そ
こ
に
は
親し

た

し
み
は
あ
っ
て
も
、

敬け
い

意い

は
籠こ

も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、子こ

供ど
も

た
ち
は
、母は

は

は「
マ

ミ
ー
」、
父ち

ち

親お
や

は
「
ダ
デ
ィ
ー
」
な
ど
と
、
多た

少し
ょ
うの

敬け
い

意い

を
込こ

め
て
呼よ

び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日に

本ほ
ん

語ご

を
母ぼ

国こ
く

語ご

と
し
て
育そ

だ

つ
か
、
英え

い

語ご

を

母ぼ

国こ
く

語ご

と
し
て
育そ

だ
つ
の
か
、に
よ
っ
て
、世せ

界か
い

の
捉と

ら

え
方か

た

が
ま
る
っ

き
り
変か

わ
っ
て
き
ま
す
。

 　
こ
の
よ
う
に
言げ

ん

語ご

を
捉と

ら

え
る
と
、
言こ

と

葉ば

は
単た

ん

な
る
「
通つ

う

信し
ん

手し
ゅ

段だ
ん

」
で
は
な
く
、
人ひ

と

を
育そ

だ

て
る
「
土ど

壌じ
ょ
う」

だ
と
言い

え
ま
す
。
今こ

ん

回か
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

シ
リ
ー
ズ
で
は
、
人に

ん

間げ
ん

の
成せ

い

長ち
ょ
うを

樹じ
ゅ

木も
く

に
例た

と

え
て
、

次つ
ぎ

の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
な
る
、
と
説せ

つ

明め
い

し
て
い
ま
す
。

花は
な

：
処と

こ
ろを
得え

る
の
「
知ち

」

幹み
き

：
利り

他た

の
「
意い

」

根ね

っ
こ
：
共

き
ょ
う

感か
ん

の
「
情じ

ょ
う」

　

た
と
え
ば
、
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

は
上し

ゃ
ん
は
い海

で
英え

い

国こ
く

人じ
ん

に
侮ぶ

蔑べ
つ

さ
れ
て

い
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
姿す

が
た

を
見み

て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

同ど
う

胞ほ
う

に
は
こ
う
い
う
思お

も

い

を
さ
せ
た
く
な
い
、
と
い
う
「
共

き
ょ
う

感か
ん

」
の
「
情じ

ょ
う」

を
持も

ち
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
「
一い

っ

身し
ん

独ど
く

立り
つ

し
て
一い

っ

国こ
く

独ど
く

立り
つ

す
」
と
国こ

く

民み
ん

一ひ
と

人り

一ひ
と

人り

が
独ど

く

立り
つ

精せ
い

神し
ん

を
鼓こ

舞ぶ

し
て
国こ

っ

家か

の
独ど

く

立り
つ

を
維い

持じ

し
よ
う
と

い
う
利り

他た

の
「
意い

」
を
抱い

だ

き
、
そ
の
結け

っ

果か

、『
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
』

と
い
う
大だ

い

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
出だ

し
て
教

き
ょ
う

育い
く

者し
ゃ

と
し
て
の
「
処と

こ
ろ

を

得と
く

」
ま
し
た
。[a]

　

今こ
ん

回か
い

の
「
国こ

く

語ご

が
育そ

だ

て
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

」
編へ

ん

で
は
、
共

き
ょ
う

感か
ん

の

「
根ね

っ
こ
」
を
育そ

だ

て
る
土ど

壌じ
ょ
うが

国こ
く

語ご

で
あ
る
、
と
お
話は

な

し
し
ま

し
た
。
た
と
え
ば
、
福ふ

く

沢ざ
わ

諭ゆ

吉き
ち

の
『
学が

く

問も
ん

の
す
す
め
』
を
読よ

ん

で
、「
理り

の
た
め
に
は
ア
フ
リ
カ
の
黒こ

く

奴ど

に
も
恐お

そ

れ
入い

り
、
道み

ち

の

た
め
に
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
軍ぐ

ん

艦か
ん

を
も
恐お

そ

れ
ず
」
と
い

う
言こ

と

葉ば

に
共

き
ょ
う

感か
ん

し
た
人ひ

と

は
、
自じ

分ぶ
ん

も
そ
う
い
う
人じ

ん

物ぶ
つ

に
な
ろ
う

と
、
学が

く

問も
ん

を
始は

じ

め
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
先せ

ん

人じ
ん

の
言こ

と

葉ば

と
い
う
土ど

壌じ
ょ
うか

ら
、「
根ね

っ
こ
」
で

あ
る
共

き
ょ
う

感か
ん

の
「
情じ

ょ
う

」
が
栄え

い

養よ
う

分ぶ
ん

を
吸す

い
上あ

げ
て
、
そ
こ
か
ら

利り

他た

の
「
情じ

ょ
う

」、
処と

こ
ろ

を
得え

る
の
「
知ち

」
が
育そ

だ

っ
て
い
き
ま
す
。  　

こ
の
よ
う
に
、
土ど

壌じ
ょ
うと

し
て
言こ

と

葉ば

を
捉と

ら

え
る
と
、
弊へ

い

誌し

１
１
７
７
号ご

う[b
]

で
示し

め

し
た
素そ

読ど
く

の
意い

味み

合あ

い
が
い
っ
そ
う
明あ

き

ら
か
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
唱

し
ょ
う

歌か

で
：

　

あ
れ
松ま

つ

虫む
し

が
鳴な

い
て
い
る

　

ち
ん
ち
ろ
ち
ん
ち
ろ　

ち
ん
ち
ろ
り
ん

　

あ
れ
鈴す

ず

虫む
し

も
鳴な

き
出だ

し
た

　
り
ん
り
ん
り
ん
り
ん　
り
い
ん
り
ん

　

あ
き
の
夜よ

長な
が

を
鳴な

き
通と

お

す

　

あ
あ 

お
も
し
ろ
い
虫む

し

の
こ
え

　

と
い
う
歌う

た

を
習な

ら

っ
た
と
し
ま
す
。
こ
の
時じ

点て
ん

で
、
子こ

供ど
も

た

ち
が
ま
だ
「
松ま

つ

虫む
し

」
も
「
鈴す

ず

虫む
し

」
も
見み

た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、

「
虫む

し

の
こ
え
」
と
い
う
の
も
「
虫む

し

が
な
に
か
声こ

え

を
出だ

す
の
か
な
？
」

と
い
う
く
ら
い
し
か
、
理り

解か
い

で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
後ご

で
、
虫む

し

が
鳴な

い
て
い
る
場ば

面め
ん

に
遭そ

う

遇ぐ
う

し
た

ら
、こ
の
歌う

た

が
思お

も

い
出だ

さ
れ
て
、「
あ
あ
、こ
れ
が
虫む

し

の
声こ

え

な
ん
だ
」

と
体た

い

験け
ん

的て
き

に
理り

解か
い

で
き
ま
す
。
昔む

か
し、

習な
ら

っ
た
言こ

と

葉ば

が
潜せ

ん

在ざ
い

記き

憶お
く

の
中な

か

に
残の

こ

っ
て
い
て
、
あ
る
体た

い

験け
ん

を
契け

い

機き

に
、
そ
の
言こ

と

葉ば

が
急

き
ゅ
う

に
浮う

か
び
上あ

が
っ
て
く
る
の
で
す
。
言こ

と

葉ば

の
意い

味み

と
は
、
言こ

と

葉ば

を
習な

ら
っ
た
時と

き

の
理り

知ち

的て
き

な
理り

解か
い

に
留と

ま
ら
ず
、
体た

い

験け
ん

と
と
も
に

深ふ
か

ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
と
す
れ
ば
、
ま
だ
体た

い

験け
ん

の
少す

く

な
い
幼よ

う

児じ

の
う
ち
は
、
と
に
か

く
素そ

読ど
く

で
た
く
さ
ん
の
言こ

と

葉ば

を
蓄ち

く

積せ
き

し
て
お
く
の
が
良よ

い
の
で

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
後あ

と

で
経け

い

験け
ん

を
す
る
都つ

度ど

、
そ
れ
に
関か

ん

連れ
ん

す

る
言こ

と

葉ば

が
思お

も

い
出だ

さ
れ
て
、
そ
の
意い

味み

を
体た

い

験け
ん

を
通つ

う

じ
て
理り

解か
い

を
深ふ

か

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
言こ

と

葉ば

を
覚お

ぼ

え
て
お
く

ほ
ど
、
後あ

と

で
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
体た

い

験け
ん

を
言こ

と

葉ば

で
意い

味み

づ
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
意い

味み

は
分わ

か
ら
な
く
と
も
、
と
り
あ
え
ず
た
く

さ
ん
の
言こ

と

葉ば

を
潜せ

ん

在ざ
い

記き

憶お
く

に
蓄ち

く

積せ
き

し
て
お
き
、
将

し
ょ
う

来ら
い

の
体た

い

験け
ん

時じ

に
備そ

な

え
て
お
く
、
と
い
う
素そ

読ど
く

の
手し

ゅ

法ほ
う

は
、
人に

ん

間げ
ん

の
精せ

い

神し
ん

の
発は

っ

達た
つ

過か

程て
い

か
ら
見み

て
も
合ご

う

理り

的て
き

な
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
て
「
虫む

し

の
こ
え
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
体た

い

験け
ん

を
通つ

う

じ
て
自じ

分ぶ
ん

の
も
の
に
で
き
た
子こ

供ど
も

は
、
次つ

ぎ

の
よ
う
な
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

の
お
歌う

た

に
触ふ

れ
た
ら
、
そ
の
意い

味み

合あ

い
も
よ
り
深ふ

か

く
味あ

じ

わ
え
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
さ
ま
ざ
ま
の
虫む

し

の
こ
ゑ
に
も
し
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生い

き
と
し
生い

け
る
も
の
の
思お

も

ひ
は

　
こ
う
し
て
言こ

と

葉ば

は
体た

い

験け
ん

の
意い

味み

合あ

い
を
理り

解か
い

す
る
の
を
助た

す

け
、
ま
た
体た

い

験け
ん

が
言こ

と

葉ば

の
理り

解か
い

を
さ
ら
に
深ふ

か

め
ま
す
。
言こ

と

葉ば

は

単た
ん

な
る
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
信し

ん

号ご
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体た

い

験け
ん

と
い
う
根ね

っ

こ
か
ら
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うさ

れ
た
栄え

い

養よ
う

分ぶ
ん

と
し
て
、
利り

他た

の
「
意い

」
の
幹み

き

を
育そ

だ

て
、「
処と

こ
ろ

を
得え

る
」
知ち

の
枝え

だ

葉は

を
伸の

ば
し
て
い
く
の
で
す
。 

  　

素そ

読ど
く

に
つ
い
て
、
視し

聴ち
ょ
う

者し
ゃ

の
方ほ

う

か
ら
、
こ
ん
な
ご
質し

つ

問も
ん

が
あ

り
ま
し
た
。

 　
幼よ

う

年ね
ん

期き

は
素そ

読ど
く

が
重

じ
ゅ
う

要よ
う

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
１
年ね

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

の
教

き
ょ
う

科か

書し
ょ

に
載の

っ
て
い
る
カ
ン
タ
ン
な
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
毎ま

い

日に
ち

５
回か

い

ほ

ど
も
宿

し
ゅ
く

題だ
い

と
し
て
読よ

ま
さ
れ
て
非ひ

常じ
ょ
うに
苦く

痛つ
う

だ
っ
た
記き

憶お
く

が
あ

り
ま
す
。
ど
の
く
ら
い
の
難な

ん

易い

度ど

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
、ど
の
く
ら
い
ま
で

（
暗あ

ん

唱し
ょ
うで
き
る
ま
で
な
の
か
、
つ
っ
か
え
ず
に
読よ

め
る
ほ
ど
ま

で
な
の
か
…
）
読よ

む
の
が
良よ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
苦く

痛つ
う

」
の
原げ

ん

因い
ん

は
い
く
つ
か
考か

ん
がえ

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
、
脳の

う

の

発は
っ

達た
つ

過か

程て
い

か
ら
考か

ん
がえ

る
と
、
３
歳さ

い

ま
で
に
前ぜ

ん

頭と
う

葉よ
う

の
７
～
８
割わ

り

が
で
き
ま
す
か
ら
、
ス
ポ
ン
ジ
が
水み

ず

を
吸

き
ゅ
う

収し
ゅ
うす

る
よ
う
に
、
難

む
ず
か

し
い
漢か

ん

字じ

な
ど
も
覚お

ぼ

え
て
し
ま
う
力ち

か
ら

を
つ
け
て
い
ま
す
。
幼よ

う

児じ

に
多お

お

く
の
漢か

ん

字じ

を
教お

し

え
る
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う

を
開か

い

発は
つ

し
た
石い

し

井い

勲い
さ
お

氏し

は
、小

し
ょ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

が
７
０
０
字じ

も
の
漢か

ん

字じ

を
覚お

ぼ

え
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
結け

っ

果か

を
報ほ

う

告こ
く

し
て
い
ま
す
。[c]

　

現げ
ん

在ざ
い

の
１
年ね

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

で
は
、
ひ
ら
が
な
だ
け
の
、
余あ

ま

り
に

も
簡か

ん

単た
ん

な
文ぶ

ん

章し
ょ
うな

の
で
、
よ
く
で
き
る
子こ

な
ら
す
ぐ
に
飽あ

き
て

し
ま
う
、
と
い
う
事こ

と

が
あ
り
え
る
か
と
思お

も

い
ま
す
。
も
っ
と
も
、

子こ

供ど
も

の
成せ

い

長ち
ょ
う

過か

程て
い

に
は
当と

う

然ぜ
ん

、
個こ

人じ
ん

差さ

が
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
子こ

の
様よ

う

子す

を
よ
く
観か

ん

察さ
つ

し
て
、
面お

も

白し
ろ

が
っ
て
ど
ん
ど
ん
覚お

ぼ

え
る
よ
う
な
適て

き

度ど

な
難な

ん

易い

度ど

の
文ぶ

ん

章し
ょ
うに

挑
ち
ょ
う

戦せ
ん

さ
せ
て
い
く
、
と

い
う
や
り
方か

た

が
良よ

い
と
思お

も

い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
寺て

ら

子こ

屋や

で
は
４
０
人に

ん

ほ
ど
の
１
年ね

ん

生せ
い

に
み
な
同お

な

じ

宿し
ゅ
く

題だ
い

を
与あ

た

え
る
、
と
い
う
今い

ま

の
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
よ
う
な
大だ

い

ク
ラ
ス

方ほ
う

式し
き

は
用も

ち

い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
年ね

ん

齢れ
い

は
バ
ラ
バ
ラ
で

も
成せ

い

長ち
ょ
う

度ど

合あ

い
が
同お

な

じ
位ぐ

ら
いの

子こ

供ど
も

何な
ん

人に
ん

か
で
素そ

読ど
く

を
さ
せ
て

い
た
よ
う
で
す
。
一ひ

と

人り

ひ
と
り
の
子こ

供ど
も

の
成せ

い

長ち
ょ
う

度ど

合あ

い
を
見み

な

が
ら
、
そ
れ
に
適て

き

し
た
教

き
ょ
う

材ざ
い

を
与あ

た

え
て
い
く
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

苦く

痛つ
う

の
原げ

ん

因い
ん

と
し
て
も
う
一ひ

と

つ
考か

ん
が

え
ら
れ
る
の
は
、
宿

し
ゅ
く

題だ
い

と
し
て
「
１
人り

」
で
読よ

む
と
い
う
と
い
う
孤こ

独ど
く

な
や
り

方か
た

が
楽た

の

し
く
な
か
っ
た
の
で
は
、
と
思お

も

い
ま
す
。
素そ

読ど
く

は

遊あ
そ

び
と
同お

な

じ
で
す
。
皆み

な

で
揃そ

ろ

っ
て
テ
キ
ス
ト
を
読よ

み
上あ

げ

る
、
と
い
う
の
は
、
一い

っ

種し
ゅ

の
集

し
ゅ
う

団だ
ん

遊ゆ
う

戯ぎ

な
の
で
す
。
講こ

う

義ぎ

中ち
ゅ
うに

お
見み

せ
し
た
登と

う

龍り
ゅ
う

館か
ん

の
幼よ

う

年ね
ん

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

会か
い

の
ビ

デ
オ
で
、
一い

っ

斉せ
い

の
音お

ん

読ど
く

で
子こ

供ど
も

た
ち
が
楽た

の

し
く
活い

き
活い

き

と
声こ

え

を
出だ

し
て
い
る
様さ

ま

が
よ
く
窺う

か
が

え
ま
す
。（
登と

う

龍り
ゅ
う

館か
ん

） 

　

勉べ
ん

強き
ょ
うと

遊あ
そ

び
を
厳げ

ん

密み
つ

に
分わ

け
て
い
る
の
も
、
今い

ま

の
学が

っ

校こ
う

教
き
ょ
う

育い
く

が
幼よ

う

年ね
ん

時じ

の
脳の

う

の
特と

く

徴ち
ょ
うに

合が
っ

致ち

し
て
い
な
い
点て

ん

で
し
ょ
う
。 

   

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

など
に記

き

事
じ

を紹
しょうかい

介してください。            
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

幼よ

う

年ね

ん

期き

は
大た

い

量り
ょ
う

の
語ご

彙い

を
素そ

読ど

く

で
蓄ち

く

積せ

き

し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

少し
ょ
う

年ね

ん

期き

は
自じ

分ぶ

ん

で
考か

ん
が

え
る
力ち

か
ら

を
と
こ
と
ん
伸の

ば
す
。

　

１
０
歳さ

い

か
ら
２
０
歳さ

い

く
ら
い
ま
で
に
、
前ぜ

ん

頭と
う

葉よ
う

は
第だ

い

二に

次じ

成せ
い

長ち
ょ
う

期き

を
迎む

か

え
、
物も

の

事ご
と

の
意い

味み

合あ

い
を
考か

ん
が

え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
の
時じ

期き

に
は
、
物も

の

事ご
と

を
主し

ゅ

体た
い

的て
き

に
徹て

っ

底て
い

し
て
考か

ん
が

え

さ
せ
る
事こ

と

が
大た

い

切せ
つ

で
す
。
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

は
そ
の
た
め
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

的て
き

教き
ょ
う

科か

で
す
。
こ
ん
な
体た

い

験け
ん

談だ
ん

を
お
寄よ

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
確た

し

か
に
、
教

き
ょ
う

師し

の
影え

い

響き
ょ
うさ
せ
る
力ち

か
らは
凄す

ご

い
と
思お

も

う
。
私わ

た
しは
当と

う

時じ

、
中

ち
ゅ
う

卒そ
つ

で
５
０
％
が
就

し
ゅ
う

職し
ょ
くす
る
と
い
う
時じ

代だ
い

で
あ
っ
た
が
、

私わ
た
しの
田い

な
か舎
の
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
は
、
大お

お

森も
り

祐ゆ
う

一い
ち

先せ
ん

生せ
い

と
い
う
国こ

く

語ご

教
き
ょ
う

師し

の
影え

い

響き
ょ
うで
同ど

う

級き
ゅ
う

生せ
い

８
人に

ん

が
教

き
ょ
う

師し

に
な
っ
た
。

　
何な

に

し
ろ
松ま

つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
うの
俳は

い

句く

一い
っ

句く

を
説せ

つ

明め
い

す
る
だ
け
で
一い

ち

時じ

限げ
ん

が
過す

ぎ
た
の
で
す
。
何な

故ぜ

芭ば

蕉し
ょ
うは
そ
の
言こ

と

葉ば

を
用も

ち

い
た
の
か
、

そ
の
言こ

と

葉ば

に
吊つ

ら
れ
、
奥お

く

の
細ほ

そ

道み
ち

を
大だ

い

学が
く

時じ

代だ
い

に
歩あ

る

い
た
と
い

う
教お

し

え
子ご

達た
ち

が
随ず

い

分ぶ
ん

と
出で

ま
し
た
。
灘な

だ

校こ
う(

の
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う)

で

も
何な

故ぜ

、
先せ

ん

生せ
い

は
そ
う
い
う
風ふ

う

に
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
掘ほ

り

下さ

げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今い

ま

は
亡な

き
大お

お

森も
り

先せ
ん

生せ
い

の
意い

思し

も
伝つ

た

わ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
思お

も

う
の
で
す
。

　
因ち

な

み
に
ワ
シ
は
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

で
し
た
が
、
国こ

く

語ご

に
つ
い
て
の
興

き
ょ
う

味み

は
未い

ま

だ
に
衰お

と
ろえ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
大お

お

森も
り

先せ
ん

生せ
い

の
教

き
ょ
う

育い
く

の
影え

い

響き
ょ
うと
思お

も

い
ま
す
。

　

灘な
だ

校こ
う

の
事じ

例れ
い

と
は
、
中

ち
ゅ
う

学が
く

３
年ね

ん

間か
ん

か
け
て
『
銀ぎ

ん

の
匙さ

じ

』
と
い

う
小

し
ょ
う

説せ
つ

１
冊さ

つ

を
読よ

み
上あ

げ
る
と
い
う
「
伝で

ん

説せ
つ

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

」

橋は
し

本も
と

武た
け
し

氏し

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うの

こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
は
、
凧た

こ

揚あ

げ
の
シ
ー
ン
が
出で

て
く
れ
ば
、
ク
ラ
ス
の

皆み
な

で
凧た

こ

を
作つ

く
っ
て
揚あ

げ
る
。
百

ひ
ゃ
く

人に
ん

一い
っ

首し
ゅ

の
場ば

面め
ん

で
は
、
グ
ル
ー

プ
に
分わ

け
て
、
カ
ル
タ
と
り
に
興き

ょ
う

ず
る
。
駄だ

菓が

子し

屋や

が
登と

う

場
じ
ょ
う

す
る
と
、
橋は

し

本も
と

先せ
ん

生せ
い

が
明め

い

治じ

時じ

代だ
い

の
駄だ

菓が

子し

を
捜さ

が

し
出だ

し
て
き

て
、
皆み

な

で
味あ

じ

わ
う
。
そ
ん
な
横よ

こ

道み
ち

に
ば
か
り
そ
れ
て
い
く
の
で
、

薄う
す

い
文ぶ

ん

庫こ

本ぼ
ん

一い
っ

冊さ
つ

を
読よ

み
切き

る
の
に
３
年ね

ん

間か
ん

か
か
る
の
で
す
。

　

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
うの

俳は
い

句く

一い
っ

句く

だ
け
を
一い

ち

時じ

間か
ん

か
け
て
説せ

つ

明め
い

す
る
、

と
い
う
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うも

同お
な

じ
考か

ん
が

え
だ
と
思お

も

い
ま
す
。
こ
う
い
う
風ふ

う

変が

わ

り
な
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

が
、
い
か
に
生せ

い

徒と

を
熱ね

っ

中ち
ゅ
うさ

せ
る
か
、
橋は

し

本も
と

先せ
ん

生せ
い

は
こ
ん
な
デ
ー
タ
を
示し

め

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年と

し

、
新し

ん

入に
ゅ
う

生せ
い

た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
ん
で

す
よ
。「
国こ

く

語ご

が
好す

き
で
す
か
」
と
い
う
質し

つ

問も
ん

に
、
入

に
ゅ
う

学が
く

直ち
ょ
く

後ご

に
「
好す

き
」
と
答こ

た

え
た
の
は
全ぜ

ん

体た
い

の
５
パ
ー
セ
ン
ト

程て
い

度ど

で
し
た
が
、
１
年ね

ん

後ご

の
同お

な

じ
質し

つ

問も
ん

で
は
９
５
パ
ー
セ

ン
ト
の
生せ

い

徒と

が
国こ

く

語ご

が
好す

き
と
答こ

た

え
て
く
れ
た
ん
で
す
。 

成せ
い

績せ
き

が
あ
が
る
か
ど
う
か
よ
り
、
ま
ず
国こ

く

語ご

好ず

き
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
始は

じ

め
た
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うで
し
た
か
ら
、「
間ま

違ち
が
っ
て
い
な
か
っ
た
」

と
、
と
り
あ
え
ず
安あ

ん

堵ど

し
ま
し
た
ね
え
。[

伊い

藤と
う,p98]

 　

な
ぜ
、
こ
う
い
う
風ふ

う

変が

わ
り
な
教

き
ょ
う

育い
く

が
効こ

う

果か

を
上あ

げ
る
の

か
、橋は

し

本も
と

先せ
ん

生せ
い

の
言こ

と

葉ば

を
引い

ん

用よ
う

し
ま
し
ょ
う
。
中

ち
ゅ
う

学が
く

１
年ね

ん

生せ
い

で
、

『
銀ぎ

ん

の
匙さ

じ

』
を
読よ

み
始は

じ

め
て
１
か
月げ

つ

ほ
ど
経た

っ
た
頃こ

ろ

、
級

き
ゅ
う

長ち
ょ
うが

「
先せ

ん

生せ
い

！
」
と
挙き

ょ

手し
ゅ

し
な
が
ら
立た

ち
上あ

が
り
ま
し
た
。「
先せ

ん

生せ
い

、

こ
の
ペ
ー
ス
だ
と
２
０
０
ペ
ー
ジ
、
終お

わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。」　

た
し
か
に
１
か
月げ

つ

か
け
て
、
ま
だ
文ぶ

ん

庫こ

本ぼ
ん

２
ペ
ー
ジ

し
か
進す

す

ん
で
い
ま
せ
ん
。
橋は

し

本も
と

先せ
ん

生せ
い

は
、
こ
う
答こ

た

え
ま
し
た
。

１
．「
言こ

と

葉ば

は
通つ

う

信し
ん

手し
ゅ

段だ
ん

に

　
　

  

過す

ぎ
な
い
」
！
？

 　
ス
ピ
ー
ド
が
大だ

い

事じ

な
ん
じ
ゃ
な
い
。
た
と
え
ば
、
急い

そ

い
で
読よ

み
進す

す

め
て
い
っ
た
と
し
て
、
君き

み

た
ち
に
何な

に

が
残の

こ

る
と
思お

も

い
ま
す

か
？　
な
ん
に
も
残の

こ

ら
な
い
。
…

　

す
ぐ
に
役や

く

立だ

つ
こ
と
は
、
す
ぐ
に
役や

く

立だ

た
な
く

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
私わ

た
し

は
教お

し

え
よ
う
と
は

思お
も

っ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ん
で
も
い
い
、
少す

こ

し
で
も
興

き
ょ
う

味み

を
も
っ
た
こ
と
か
ら
気き

持も

ち
を
起お

こ
し
て
い
っ
て
、
ど

ん
ど
ん
自じ

分ぶ
ん

で
掘ほ

り
下さ

げ
て
欲ほ

し
い
。
私わ

た
し

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う
で

は
、
君き

み

た
ち
が
そ
の
ヒ
ン
ト
を
み
つ
け
て
く
れ
れ
ば
い
い
。 

そ
う
や
っ
て
自じ

分ぶ
ん

で
見み

つ
け
た
こ
と
は
、
君き

み

た
ち
の
一い

っ

生し
ょ
うの
財ざ

い

産さ
ん

に
な
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
い
つ
か
わ
か
り
ま
す
か
ら
…[

伊い

藤と
う,p140]

　
こ
こ
で
橋は

し

本も
と

先せ
ん

生せ
い

が
言い

っ
て
い
る
の
は
、
既き

成せ
い

の
知ち

識し
き

を
頭

あ
た
ま

に
詰つ

め
込こ

む
の
で
は
な
い
。
自じ

分ぶ
ん

で
疑ぎ

問も
ん

を
見み

つ
け
、
自じ

分ぶ
ん

で

そ
れ
を
掘ほ

り
下さ

げ
よ
う
と
す
る
主し

ゅ

体た
い

的て
き

な
「
学ま

な

ぶ
力ち

か
ら」

だ
と
。

　
た
と
え
ば
、
凧た

こ

揚あ

げ
だ
っ
た
ら
、
凧た

こ

は
な
ぜ
揚あ

が
る
の
か
？
、

凧た
こ

が
く
る
く
る
回ま

わ

っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
形か

た
ちに

す
れ
ば
良よ

い
の
か
？　

面め
ん

積せ
き

を
大お

お

き
く
す
れ
ば
、

ど
ん
な
重お

も

い
凧た

こ

で
も
揚あ

が
る
の
か
？　

凧た
こ

揚あ

げ
一ひ

とつ
で
も
い
ろ
い

ろ
な
疑ぎ

問も
ん

が
湧わ

い
て
き
ま
す
。
自じ

分ぶ
ん

で
疑ぎ

問も
ん

を
見み

つ
け
、
自じ

分ぶ
ん

で
そ
れ
を
掘ほ

り
下さ

げ
て
答こ

た

え
を
考か

ん
が

え
る
。
そ
う
い
う
練れ

ん

習し
ゅ
うを

橋は
し

本も
と

先せ
ん

生せ
い

は
、
国こ

く

語ご

の
時じ

間か
ん

で
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　
国こ

く

語ご

力り
ょ
くが
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
は
、
他た

の
教

き
ょ
う

科か

の
理り

解か
い

力
り
ょ
く

が
大お

お

き
く
違ち

が
っ
て
き
ま
す
か
ら
ね
え
。
数す

う

学が
く

で
も
物ぶ

つ

理り

で
も
、

深ふ
か

く
踏ふ

み
込こ

ん
で
、
テ
ー
マ
の
真し

ん

髄ず
い

に
近ち

か

づ
い
て
い
こ
う
と
す

る
、
前ま

え

に
進す

す

も
う
と
す
る
力ち

か
らこ
そ
が
『
学ま

な

ぶ
力ち

か
らの
背せ

骨ぼ
ね

』
で
あ

り
国こ

く

語ご

力り
ょ
くだ
と
思お

も

い
ま
す
。[

伊い

藤と
う,p79]

　
こ
う
考か

ん
が

え
る
と
、
今い

ま

の
学が

っ

校こ
う

教き
ょ
う

育い
く

は
知ち

識し
き

を
教お

し

え
込こ

ん
で

い
る
だ
け
で
、『
学ま

な

ぶ
力ち

か
らの

背せ

骨ぼ
ね

』
を
伸の

ば
し
て
い
る
と
は
と
て

も
言い

え
な
い
こ
と
に
気き

が
つ
き
ま
す
。
そ
う
し
て
、
自じ

分ぶ
ん

の
心

こ
こ
ろ

で
感か

ん

じ
、
自じ

分ぶ
ん

の
頭あ

た
まで

考か
ん
が

え
る
生せ

い

徒と

た
ち
が
、
明あ

日す

の
日に

本ほ
ん

を

築き
ず

い
て
い
け
る
の
で
す
。

                                             （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）
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明め
い

治じ

日に

本ほ
ん

の
躍や

く

進し
ん

を
生う

ん
だ
人ひ

と

々び
と

は
い
か

に
育そ

だ

っ
た
の
か
？　

古こ

典て
ん

教き
ょ
う

育い
く

を
通つ

う

じ
て
情

じ
ょ
う(

共
き
ょ
う

感か
ん)

、
意い

(

利り

他た)

、
知ち(

処と
こ
ろを

得え

る)

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
偉い

人じ
ん

た
ち

が
近き

ん

代だ
い

国こ
っ

家か

を
作つ

く
っ
た
。
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脳の
う

科か

学が
く

が
示し

め

す
素そ

読ど
く

の
効こ

う

用よ
う

～
な

ぜ
子こ

供ど
も

は
素そ

読ど
く

に
夢む

中ち
ゅ
うに

な
る
の
か
？
素そ

読ど
く

は
脳の

う

の
発は

っ

達た
つ

プ
ロ
セ
ス
に
合が

っ

致ち

し
た
合ご

う

理り

的て
き

な
教

き
ょ
う

育い
く

方ほ
う

法ほ
う

だ
っ
た
。 
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子こ

ど
も
を
伸の

ば
す
漢か

ん

字じ

教き
ょ
う

育い
く 

　

幼よ
う

稚ち

園え
ん

児じ

た
ち
は
喜よ

ろ
こ

ん
で
漢か

ん

字じ

を
覚お

ぼ

え
、
知ち

能の
う

指し

数す
う

も
高た

か

ま
り
、
情

じ
ょ
う

操そ
う

も
豊ゆ

た

か
に
な
っ
て
い
っ
た
。
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・「
幼よ

う

年ね
ん

国こ
く

語ご

教き
ょ
う

育い
く

会か
い

・
登と

う

龍り
ゅ
う

館か
ん

」
音お

ん

読ど
く

道ど
う

徳と
く

教き
ょ
う

科か

書し
ょ

【
日に

本ほ
ん

の
美う

つ
く

し
い
言こ

と

葉ば

と
作さ

法ほ
う

】
幼よ

う

児じ

か
ら
の
躾

し
つ
け

教き
ょ
う

育い
く

★

★
★

h
ttp

s://w
w

w
.y

o
u

-
tube.com

/w
atch?v=

m
0

bB
5

s3
csU

A
 

２
．
母は

は

親お
や

は
な
ぜ
自じ

分ぶ
ん

の
息む

す

子こ

を

        「
お
に
い
ち
ゃ
ん
」
と

         

呼よ

ぶ
の
か
？

（３） ２０２０（令和二）年第５６０４号 	１０月	３１日	（土曜日）

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
】
月
面

で
水
が
氷
の
状
態
で
存
在
す

る
可
能
性
の
あ
る
領
域
は
、

従
来
の
想
定
よ
り
広
い
４
万

平
方
キ
ロ
に
上
る
と
の
推
計

を
、
米
コ
ロ
ラ
ド
大
な
ど
の

チ
ー
ム
が
２
６
日
、
英
科
学

誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
ア
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
に
発
表
し
た
。
米
航
空

宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
な
ど

の
チ
ー
ム
も
、
月
面
の
日
の

当
た
る
場
所
で
初
め
て
水
分

子
を
確
認
し
た
と
同
誌
に
発

表
し
た
。
い
ず
れ
も
月
に
思
っ

た
よ
り
多
く
の
水
が
あ
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。

月
の
水
、
思
っ
た

よ
り
多
い
？

４
．
言こ

と

葉ば

と
体た

い

験け
ん

と
の
循じ

ゅ
ん

環か
ん

作さ

用よ
う

jogbd_h1
5

/jog3
2

0
.htm

l
d. JO

G
(8

9
8

) 

生い

き
る
力ち

か
らを

引ひ

き
出だ

す
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う（

上じ
ょ
う） 

～ 

伝で
ん

説せ
つ

の
国こ

く

語ご

教き
ょ
う

師し

・
橋は

し

本も
と

武
た
け
し

「
一い

っ

緒し
ょ

に
『
銀ぎ

ん

の
匙さ

じ

』
を
読よ

ん
だ
生せ

い

徒と

が
ね
え
、還か

ん

暦れ
き

過す

ぎ
て
も
、

み
ん
な
前ま

え

を
向む

い
て
歩あ

る

い
て
い
る
。そ
れ
が
何な

に

よ
り
も
嬉う

れ

し
い
。」

h
ttp

://blog.jog-n
et.jp
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0

1
5

0
5

/article_1
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htm
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e. JO
G

(8
9

9
) 

生い

き
る
力ち

か
らを

引ひ

き
出だ

す
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う（

下げ

）
～ 

国こ
く

語ご

を
通つ

う

じ
て
生せ

い

徒と

は
「
共と

も

に
生い

き
る
力ち

か
ら

」
を
伸の

ば
し
て
い
く 

「
国こ

く

語ご

は
す
べ
て
の
教

き
ょ
う

科か

の
基き

本ほ
ん

で
す
。『
学ま

な

ぶ
力ち

か
らの

背せ

骨ぼ
ね

』
な

ん
で
す
」

h
ttp

://blog.jog-n
et.jp
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0

1
5

0
5

/article_4
.
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l
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が
称

し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

の
教

き
ょ
う

育い
く

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、

H
2

9
h

ttp
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/
w
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o
n
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o
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7

7
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/japanonthegl0
-2

2
/

ア
マ
ゾ
ン
「
日ひ

本ほ
ん

論ろ
ん

」
カ
テ
ゴ
リ
ー 

１
位い

（8
/3

調し
ら

べ)

、
総そ

う

合ご
う

４
１
位い

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■
（
お
勧す

す

め
度た

び

、
★
★
★
★
：
必ひ

つ

読ど
く

～
★
：
専せ

ん

門も
ん

家か

向む

け
）
→
ア
ド
レ
ス
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
本ほ

ん

の
紹

し
ょ
う

介か
い

画が

面め
ん

に
飛と

び
ま
す
。

・
伊い

藤と
う

氏う
じ

貴た
か

『
奇き

跡せ
き

の
教

き
ょ
う

室し
つ 

エ
チ
先せ

ん

生せ
い

と
『
銀ぎ

ん

の
匙さ

じ

』
の
子こ

ど

も
た
ち
』
★
★
★
、
小

し
ょ
う

学が
っ

館か
ん

、H
2

2

５
．
１
年ね

ん

生せ
い

の
国こ

く

語ご

の
教き

ょ
う

科か

書し
ょ

の

        

音お
ん

読ど
く

宿し
ゅ
く

題だ
い

が
苦く

痛つ
う

だ
っ
た

６
．
松ま

つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

の
俳は

い

句く

一い
っ

句く

を

        

説せ
つ

明め
い

す
る
だ
け
で
一い

ち

時じ

限げ
ん

３
．
国こ

く

語ご

は
「
共き

ょ
う

感か
ん

」
の

        

根ね

っこ
を
育そ

だ

て
る
土ど

壌じ
ょ
う

７
．
国こ

く

語ご

で
伸の

ば
す

        『
学ま

な

ぶ
力ち

か
ら

の
背せ

骨ぼ
ね

』

　

月
の
水
は
将
来
の
探
査
で

人
間
の
飲
料
や
、
水
素
と
酸

素
に
分
解
し
て
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃

料
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の

２
０
２
４
年
か
ら
の
有
人
探

査
「
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
」
に

も
弾
み
が
つ
き
そ
う
だ
。

　

コ
ロ
ラ
ド
大
な
ど
の
チ
ー

ム
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
月
周
回

探
査
機
の
観
測
を
基
に
、
月

面
で
日
の
当
た
ら
な
い
「
永

久
影
」
で
、
氷
の
状
態
を
保

て
る
低
温
の
領
域
を
直
径
１

セ
ン
チ
と
微
少
な
場
所
ま
で

調
べ
た
。
こ
う
し
た
領
域
は

北
極
と
南
極
の
周
辺
に
存
在

し
、
Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
こ

れ
ま
で
の
想
定
よ
り
２
割
広

い
と
推
計
し
た
。



《資
し

料
りょう

》ワシントン会
かい

議
ぎ

（４）２０２０（令和二）年 第５６０４号	１０月	３１日	（土曜日）

排は
い

日に
ち

移い

民み
ん

法ほ
う

に
抗こ

う

議ぎ

す
る
デ
モ
。
１
９
２
４
年ね

ん

８
月が

つ

、
在ざ

い

日に
ち

ア

メ
リ
カ
大た

い

使し

館か
ん

前ま
え(Bundesarchiv, Bild 102-00598 / CC-

BY-SA 3.0, CC BY-SA 3.0 DE , via W
ikim

edia Com
m

ons)

黒く
ろ

船ふ
ね

屋や

。
大た

い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

の
流り

ゅ
う

行こ
う

画が

家か

、
竹た

け

久ひ
さ

夢ゆ
め

二じ

の
作さ

く

品ひ
ん

。
１
９
１
９
年ね

ん

（
大た

い

正し
ょ
う

９
年ね

ん

、

Source:Takehisa Yum
eji Ikaho M

em
orial M

useum

、public dom
ain

）

スターリン（U.S. Signal Corps photo., Public 
domain, via Wikimedia Commons）

ヒ
ト
ラ
ー
（Bundesarchiv, Bild 183-H1216-0500-

002 / CC-BY-SA 3.0, CC BY-SA 3.0 DE , via W
ikim

e-
dia Com

m
ons

）

日に
ち

米べ
い

関か
ん

係け
い

と
ワ
シ
ン
ト
ン
会か

い

議ぎ

　

日に
ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

の
勝

し
ょ
う

利り

に
よ
っ

て
、
日に

本ほ
ん

は
東ひ

が
し
ア
ジ
ア
に
お

け
る
大た

い

国こ
く

と
な
っ
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
領

り
ょ
う

有ゆ
う

し
た
ア
メ
リ
カ

に
と
っ
て
、
日に

本ほ
ん

は
極

き
ょ
く

東と
う

政せ
い

策さ
く

の
競

き
ょ
う

争そ
う

相あ
い

手て

と
な
っ
た
。

　

日に
ち

米べ
い

間か
ん

で
は
、
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

争そ
う

直ち
ょ
く

後ご

の 

１
９
０
６
年ね

ん

頃ご
ろ

か

ら
、人じ

ん

種し
ゅ

差さ

別べ
つ

問も
ん

題だ
い

が
起お

こ
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
西せ

い

部ぶ

諸し
ょ

州
し
ゅ
う

に
は
、
ハ
ワ
イ
に
移い

民み
ん

し
た

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州し

ゅ
うへ
再さ

い

移い

住じ
ゅ
うし
て
い
た
が
、

勤き
ん

勉べ
ん

で
優ゆ

う

秀し
ゅ
うな
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

が
、
白は

く

人じ
ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
仕し

事ご
と

を

奪う
ば

う
と
し
て
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
排は

い

斥せ
き

す
る
運う

ん

動ど
う

が
起お

こ
っ
た
。

　

１
９
１
３
年ね

ん

に
な
る
と
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州し

ゅ
う
で
排は

い

日に
ち

土と

地ち

法ほ
う

が
制せ

い

定て
い

さ
れ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
土と

地ち

の
購こ

う

入に
ゅ
うは
出で

来き

な
く

な
っ
た
。

　

１
９
２
１
年ね

ん

、
海か

い

軍ぐ
ん

軍ぐ
ん

縮し
ゅ
くと
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
お
け
る
各か

っ

国こ
く

の

権け
ん

益え
き

に
関か

ん

す
る
ワ
シ
ン
ト
ン

会か
い

議ぎ

が
ア
メ
リ
カ
に
よ
っ
て

提て
い

案あ
ん

さ
れ
、日に

本ほ
ん

を
含ふ

く

む
９
ヵ

国こ
く

が
集

あ
つ
ま

っ
た
。
目も

く

的て
き

は
利り

害が
い

を
調

ち
ょ
う

整せ
い

し
、
こ
の
地ち

域い
き

に
安あ

ん

定て
い

し
た
秩ち

つ

序じ
ょ

を
作つ

く

り
出だ

す
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
会か

い

議ぎ

で
、
米べ

い

英え
い

日に
ち

の
海か

い

軍ぐ
ん

主し
ゅ

力り
ょ
く

艦か
ん

の
保ほ

有ゆ
う

率り
つ

は
５
対た

い

５
対た

い

３
と
す
る
こ
と

が
決き

ま

っ
た
。
日に

本ほ
ん

は
国こ

く

際さ
い

協
き
ょ
う

調ち
ょ
う

外が
い

交こ
う

の
精せ

い

神し
ん

で
軍ぐ

ん

縮し
ゅ
くを
推す

い

進し
ん

し
た
。
し
か
し
海か

い

軍ぐ
ん

の
中な

か

に
は
そ
れ
で
は
国く

に

を
守ま

も

れ
な

い
と
す
る
意い

見け
ん

も
根ね

強づ
よ

か
っ

た
。
そ
れ
と
は
別べ

つ

に
２
０
年ね

ん

間か
ん

も
続つ

づ

い
た
日に

ち

英え
い

同ど
う

盟め
い

を

ア
メ
リ
カ
の
強つ

よ

い
意い

向こ
う

で
破は

棄き

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
日に

本ほ
ん

は
頼た

よ

り
に
な
る
同ど

う

盟め
い

国こ
く

を

失う
し
な
っ
た
。

　

１
９
２
４
年ね

ん

ア
メ
リ
カ
は

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
受う

け
入い

れ
を
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
禁き

ん

止し

す
る
排は

い

日に
ち

移い

民み
ん

法ほ
う

を
国こ

っ

会か
い

で
議ぎ

決け
つ

し
た
。
こ
れ

に
対た

い

し
、
日に

本ほ
ん

の
世せ

論ろ
ん

は
沸ふ

っ

騰と
う

し
、
反は

ん

米べ
い

感か
ん

情じ
ょ
うが
進す

す

ん
だ
。

　

１
９
２
３
年ね

ん

９
月が

つ

関か
ん

東と
う

大だ
い

震し
ん

災さ
い

が
起お

き
、
東と

う

京き
ょ
うや
横よ

こ

浜は
ま

で
発は

っ

生せ
い

し
た
火か

事じ

で
、
民み

ん

家か

、
重

じ
ゅ
う

要よ
う

建け
ん

造ぞ
う

物ぶ
つ

、
文ぶ

ん

化か

施し

設せ
つ

な
ど
多た

数す
う

が
消

し
ょ
う

失し
つ

、
死し

者し
ゃ

・
行ゆ

く

方え

不ふ

明め
い

者し
ゃ

が
１
０
万ま

ん

人に
ん

を
超こ

え
た
。

　
こ
の
関か

ん

東と
う

大だ
い

震し
ん

災さ
い

の
結け

っ

果か

、

日に

本ほ
ん

の
経け

い

済ざ
い

は
大お

お

き
な
打だ

撃げ
き

を
受う

け
た
が
、
近き

ん

代だ
い

都と

市し

の

設せ
っ

計け
い

の
基き

準じ
ゅ
んづ
く
り
や
防ぼ

う

災さ
い

の
研け

ん

究き
ゅ
うが
始は

じ

ま
っ
た
。
幹か

ん

線せ
ん

道ど
う

路ろ

網も
う

や
都と

市し

公こ
う

園え
ん

緑り
ょ
く

地ち

帯た
い

の
整せ

い

備び

に
努つ

と

め
、
建た

て

物も
の

は

鉄て
っ

筋き
ん

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造づ

く

り
に

１９３６年
ねん

３月
がつ

にドロシア・ラングがカリフォルニアにお
いて撮

さつ

影
えい

した『移
い

民
みん

の母
はは

』。７人
にん

の子
こ

供
ども

を抱
かか

えて極
ごく

貧
ひん

生
せい

活
かつ

を送
おく

っていた３２歳
さい

の母
はは

親
おや

(Dorothea Lange, Public 
domain, via Wikimedia Commons)

（１８）

第だ
い

２
節せ

つ 

第だ
い

二に

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

と
日に

本ほ
ん

の
文ぶ

ん

化か

も
大お

お

い
に
普ふ

及き
ゅ
うし
た
。

　

同お
な

じ
頃こ

ろ

、
大だ

い

都と

市し

で
の
生せ

い

活か
つ

が
が
ら
り
と
変か

わ
っ
た
。

都と

市し

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

と
郊こ

う

外が
い

が
電で

ん

車し
ゃ

で
結む

す

ば
れ
、
乗の

り

合あ
い

自じ

動ど
う

車し
ゃ

（
バ
ス
）
路ろ

線せ
ん

が
拡か

く

充じ
ゅ
う、
日に

本ほ
ん

最さ
い

初し
ょ

の
地ち

下か

鉄て
つ

（
東と

う

京
き
ょ
う

の
上う

え

野の

～
浅あ

さ

草く
さ

間か
ん

）
が
開か

い

通つ
う

（
１
９
２
７
年ね

ん

）
し
た
。

　

鉄て
っ

筋き
ん

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ

ル
が
建た

ち
、
住

じ
ゅ
う

宅た
く

で
は
井い

戸ど

か
ら
水す

い

道ど
う

へ
、
ラ
ン
プ
か
ら

電で
ん

燈と
う

へ
、
か
ま
ど
か
ら
ガ
ス

コ
ン
ロ
へ
と
い
う
変へ

ん

化か

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　

富ふ

裕ゆ
う

層そ
う

の
住

じ
ゅ
う

宅た
く

に
は
、
ガ

ラ
ス
窓ま

ど

の
つ
い
た
洋よ

う

風ふ
う

の
応お

う

接せ
つ

間ま

や
子こ

供ど
も

部べ

屋や

が
造つ

く

ら
れ

た
。

　

町ま
ち

も
食

し
ょ
く

生せ
い

活か
つ

も
変か

わ
り
、

日に

本ほ
ん

の
都と

市し

生せ
い

活か
つ

の
原げ

ん

型け
い

が

出で

来き

上あ

が
っ
て
い
っ
た
。
デ

パ
ー
ト
が
開か

い

店て
ん

し
、
商

し
ょ
う

品ひ
ん

の

種し
ゅ

類る
い

が
増ふ

え
た
。

　

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
コ
ロ
ッ

ケ
、
ト
ン
カ
ツ
な
ど
の
洋よ

う

食
し
ょ
く

が
食た

べ
ら
れ
よ
う
に
な
り
、

《資
し

料
りょう

》各
かっ

国
こく

の選
せん

挙
きょ

の
始
はじ

まった年
とし

　各
か っ

国
こ く

の普
ふ

通
つ う

選
せ ん

挙
き ょ

が始
は じ

まった年
と し

を調
し ら

べ
るとフランスが１８４８年

ね ん

、１８７０
年
ね ん

にドイツと米
べ い

国
こ く

、英
え い

国
こ く

が１９１８年
ね ん

、
日

に

本
ほ ん

が１９２５年
ね ん

でインドが１９４９
年
ね ん

。女
じ ょ

性
せ い

の参
さ ん

加
か

はドイツが一
い ち

番
ば ん

早
は や

く、
１９１９年

ね ん

、アメリカが１９２０年
ね ん

、
イギリスが１９２８年

ね ん

、フランスと日
に

本
ほ ん

が１９４５年
ね ん

でインドが１９４９年
ね ん

と
なっている。

シ
ス
ト
党と

う

が
熱ね

っ

狂き
ょ
う

的て
き

な
国こ

く

民み
ん

の
支し

持じ

を
得え

て
政せ

い

権け
ん

を
掌

し
ょ
う

握あ
く

、
や
が
て
独ど

く

裁さ
い

政せ
い

治じ

を
始は

じ

め
た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
第だ

い

一い
ち

次じ

大た
い

戦せ
ん

後ご

、
巨き

ょ

額が
く

の
賠ば

い

償し
ょ
う

金き
ん

を

背せ

負お

わ
さ
れ
、
激は

げ

し
い
物ぶ

っ

価か

の
高こ

う

騰と
う

に
国こ

く

民み
ん

の
不ふ

満ま
ん

が
高た

か

ま
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
が
ナ
チ

ス
党と

う

を
率ひ

き

い
て
、
民み

ん

族ぞ
く

の
栄え

い

光こ
う

回か
い

復ふ
く

と
雇こ

用よ
う

の
拡か

く

大だ
い

を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲か

か

げ
て
活か

つ

動ど
う

を

始は
じ

め
た
。

　

１
９
３
２
年ね

ん

に
は
国こ

っ

会か
い

の

第だ
い

１
党と

う

に
躍や

く

進し
ん

、
政せ

い

権け
ん

を

握に
ぎ

っ
た
。
首し

ゅ

相し
ょ
うに
就

し
ゅ
う

任に
ん

す
る

や
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
暴ぼ

う

力り
ょ
くや
警け

い

察さ
つ

を
使つ

か

い
た
ち
ま
ち
独ど

く

裁さ
い

体た
い

制せ
い

を
作つ

く

り
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
弾だ

ん

圧あ
つ

と
再さ

い

軍ぐ
ん

備び

を
始は

じ

め
た
。

　

ナ
チ
ス
は
民み

ん

族ぞ
く

の
純

じ
ゅ
ん

潔け
つ

を

守ま
も

る
こ
と
を
理り

念ね
ん

に
掲か

か

げ
、

ド
イ
ツ
国こ

く

内な
い

の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を

迫は
く

害が
い

し
た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
ソ

連れ
ん

の
や
り
方か

た

を
そ
の
ま
ま
真ま

似ね

を
し
て
、
秘ひ

密み
つ

警け
い

察さ
つ

、
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

の
手し

ゅ

法ほ
う

で
大た

い

量り
ょ
う

処し
ょ

刑け
い

を
行お

こ

な
っ
た
。

　

ナ
チ
ス
と
は
国こ

っ

家か

社し
ゃ

会か
い

主し
ゅ

義ぎ

労ろ
う

働ど
う

党と
う

の
略

り
ゃ
く

称し
ょ
うで
、
ヒ
ト

ラ
ー
が
支し

配は
い

し
た
時じ

代だ
い

の
ド

イ
ツ
国こ

く

の
政せ

い

党と
う

名め
い

。
ナ
チ
ス

は
強

き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

に
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を
集あ

つ

め
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

と
い
わ

れ
る
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

を
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

し
た
。

《資
し

料
りょう

》アメリカの
アジアへの進

しん

出
しゅつ

《資
し

料
りょう

》ブロック経
けい

済
ざい

と日
に

本
ほん

変か

わ
っ
て
い
っ
た
。

　１９２１年
ね ん

１２月
が つ

にはワシントンで、５
大
た い

国
こ く

の日
に ち

米
べ い

英
え い

仏
ぶ つ

伊
い

の他
ほ か

、ベルギー、オランダ、
ポルトガル、中

ちゅう

国
ご く

が参
さ ん

加
か

して開
ひ ら

かれた。
　米

べ い

英
え い

日
び

の海
か い

軍
ぐ ん

主
し ゅ

力
りょく

艦
か ん

の制
せ い

限
げ ん

保
ほ

有
ゆ う

量
りょう

は
５２・５万

ま ん

トン対
た い

５２・５万
ま ん

トン対
た い

３１・
５万

ま ん

トン。航
こ う

空
く う

母
ぼ

艦
か ん

は５隻
せ き

対
た い

５隻
せ き

対
た い

３隻
せ き

と
決

き

められた。
　日

に ち

英
え い

同
ど う

盟
め い

は、日
に

本
ほ ん

にとって安
あ ん

全
ぜ ん

保
ほ

障
しょう

の要
かなめ

であった。これが無
な

くなり、日
に

本
ほ ん

は単
た ん

独
ど く

でア
メリカの軍

ぐ ん

事
じ

力
りょく

に対
た い

抗
こ う

しなければならなく
なった。

　

日に

本ほ
ん

で
は
こ
の
会か

い

議ぎ

で
海か

い

軍ぐ
ん

に
不ふ

利り

な
協

き
ょ
う

定て
い

を
受う

け
入い

れ
た
と
し
て
、
一い

ち

部ぶ

軍ぐ
ん

人じ
ん

や

野や

党と
う

は
政せ

い

府ふ

を
激は

げ

し
く
非ひ

難な
ん

、
攻こ

う

撃げ
き

し
た
。
浜は

ま

口ぐ
ち

首し
ゅ

相し
ょ
うは
暴ぼ

う

漢か
ん

に
襲お

そ

わ
れ
重

じ
ゅ
う

傷し
ょ
うを

負お

い
、
内な

い

閣か
く

は
倒た

お

れ
た
。

　

軍ぐ
ん

人じ
ん

が
政せ

い

治じ

に
口く

ち

出だ

し
す

る
こ
と
は
、
軍ぐ

ん

人じ
ん

勅ち
ょ
く

諭ゆ

で
禁き

ん

じ
ら
れ
て
い
た
が
、
農の

う

村そ
ん

の

窮き
ゅ
う

状じ
ょ
うを
目め

に
し
た
若わ

か

手て

将
し
ょ
う

　

二ふ
た

つ
の
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
生う

ま
れ
た
。
こ
の
二ふ

た

つ
の
政せ

い

治じ

思し

想そ
う

が
１
９
２
０

年ね
ん

代だ
い

か
ら
１
９
３
０
年ね

ん

に
か

け
て
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

ま
っ
た
。

　

そ
の
一ひ

と
つ
は
マ
ル
ク
ス
の
思し

想そ
う

に
始は

じ

ま
り
、
ロ
シ
ア
革か

く

命め
い

を
引ひ

き
起お

こ
し
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

で
あ
る
。
も
う
一ひ

と
つ
は
ド
イ
ツ

と
イ
タ
リ
ア
に
現あ

ら
わ
れ
た
フ
ァ
シ

ズ
ム
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
国こ

っ

家か

や
民み

ん

族ぞ
く

全ぜ
ん

体た
い

の
目も

く

的て
き

の
実じ

つ

現げ
ん

を
最さ

い

優ゆ
う

先せ
ん

し
、
個こ

人じ
ん

の
自じ

由ゆ
う

を
否ひ

定て
い

す
る
思し

想そ
う

を
核か

く

心し
ん

と
し
て
い
る

の
で
、
全ぜ

ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

と
呼よ

ば
れ

た
。

　

全ぜ
ん

体た
い

主し
ゅ

義ぎ

は
各か

く

地ち

に
革か

く

命め
い

運う
ん

動ど
う

を
生う

み
出だ

し
、
成せ

い

功こ
う

し
た
と
こ
ろ
で
は
一い

っ

党と
う

独ど
く

裁さ
い

と
、
国こ

っ

家か

の
上う

え

に
党と

う

を
置お

く

独ど
く

特と
く

の
政せ

い

治じ

体た
い

制せ
い

を
作つ

く

り
上あ

げ
、
２
０
世せ

い

紀き

の
人じ

ん

類る
い

の
歴れ

き

史し

に
大お

お

き
な
悲ひ

劇げ
き

を
も
た
ら

し
た
。

　
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

ス
タ
ー
リ
ン
（
１
８
７
９

－
１
９
５
３
）
が
、
ソ
ビ
エ
ッ

ト
の
指し

導ど
う

者し
ゃ

と
な
り
、
多お

お

く

の
反は

ん

対た
い

者し
ゃ

を
処し

ょ

刑け
い

し
死し

ぬ

ま
で
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

と
し
て
君く

ん

臨り
ん

し

た
。

　

ス
タ
ー
リ
ン
は
重

じ
ゅ
う

工こ
う

業ぎ
ょ
うを

重じ
ゅ
う

視し

し
、
農の

う

業ぎ
ょ
うの
集

し
ゅ
う

団だ
ん

化か

を

進す
す

め
る
一い

っ

方ぽ
う

、
秘ひ

密み
つ

警け
い

察さ
つ

や

強き
ょ
う

制せ
い

収し
ゅ
う

容よ
う

所じ
ょ

を
用も

ち

い
て
膨ぼ

う

大だ
い

な
数か

ず

の
反は

ん

対た
い

者し
ゃ

を
処し

ょ

刑け
い

し

た
。

　

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
は
、
国こ

く

際さ
い

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
英え

い

語ご

の
略

り
ゃ
く

称
し
ょ
う

で
、
ソ
連れ

ん

は
１
９
１
９
年ね

ん

に
、

世せ

界か
い

中じ
ゅ
うに
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

を
広ひ

ろ

め

る
た
め
の
拠き

ょ

点て
ん

を
作つ

く
っ
た
。

　

ソ
連れ

ん

の
本ほ

ん

部ぶ

は
、
１
９
８ 

９
年ね

ん

に
解か

い

散さ
ん

し
た
が
、
日に

本ほ
ん

の
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

は
、
１
９
２
２
年ね

ん

に
「
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
日に

本ほ
ん

支し

部ぶ

日に

本ほ
ん

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

」
を
立た

ち

上あ

げ
、
今い

ま

も
現げ

ん

存そ
ん

す
る
。

　

日に
っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
、
１
９
２
５

年ね
ん

に
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

に
破は

壊か
い

行こ
う

動ど
う

や
君く

ん

主し
ゅ

制せ
い

の
廃は

い

止し

や
私し

有ゆ
う

財ざ
い

産さ
ん

制せ
い

の
否ひ

定て
い

な
ど
の
暴ぼ

う

力り
ょ
く

行こ
う

為い

が
及お

よ

ぶ
こ
と
を
恐お

そ

れ
、
治ち

安あ
ん

維い

持じ

法ほ
う

を
制せ

い

定て
い

し
、
暴ぼ

う

動ど
う

を
防ふ

せ

い
だ
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
、
１
９
２ 

２
年ね

ん

に
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
フ
ァ

世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

と
そ
の
影え

い

響き
ょ
う

　アメリカは南
な ん

北
ぼ く

戦
せ ん

争
そ う

（１８６５年
ね ん

）以
い

降
こ う

アジア
への進

し ん

出
しゅつ

を企
くわだ

て、着
ちゃく

々
ちゃく

と植
しょく

民
み ん

地
ち

を増
ふ

やしていた。
南
みなみ

太
た い

平
へ い

洋
よ う

関
か ん

係
け い

の進
し ん

出
しゅつ

年
ね ん

と場
ば

所
し ょ

は①１８６７年
ね ん

・
アリューシャン列

れ っ

島
と う

、②１８６７年
ね ん

・ミッドウエー
諸
し ょ

島
と う

、③１８９８年
ね ん

・フィリピン、④１８９８
年
ね ん

・ハワイ諸
し ょ

島
と う

、⑤１８９８年
ね ん

・ジョンストーン
島
し ま

、⑥１８９８年
ね ん

・グアム島
と う

、⑦１８９９年
ね ん

・
サモア、⑧１８９９年

ね ん

・ウェーク島
と う

、⑨１９１２
年
ね ん

・パルミラ島
と う

の９ヵ所
し ょ

に及
お よ

んだ。

　イギリス、フランス、オランダなど
のヨーロッパ諸

し ょ

国
こ く

は広
こ う

大
だ い

な植
しょく

民
み ん

地
ち

を持
も

ち、豊
ゆ た

かな資
し

源
げ ん

をもつアメリカは一
い っ

国
こ く

だ
けでも、自

じ

給
きゅう

自
じ

足
そ く

が可
か

能
の う

だった。
　こうした「持

も

てる国
く に

」は、植
しょく

民
み ん

地
ち

や
領
りょう

土
ど

をブロック化
か

し、外
が い

部
ぶ

の商
しょう

品
ひ ん

には
高
た か

い関
か ん

税
ぜ い

をかけて締
し

め出
だ

した。
　他

た

方
ほ う

、国
こ く

内
な い

に資
し

源
げ ん

の無
な

い ｢ 持
も

たざる
国
く に

｣ である日
に

本
ほ ん

は原
げ ん

料
りょう

を購
こ う

入
にゅう

し、それ
を製

せ い

品
ひ ん

に加
か

工
こ う

して輸
ゆ

出
しゅつ

することで経
け い

済
ざ い

が成
な

り立
た

っていた。
　ブロックによる巨

き ょ

大
だ い

な関
か ん

税
ぜ い

の壁
か べ

によっ
て締

し

め出
だ

され、日
に

本
ほ ん

の製
せ い

品
ひ ん

は輸
ゆ

出
しゅつ

先
さ き

が
なくなった。日

に

本
ほ ん

は欧
お う

米
べ い

の手
し ゅ

法
ほ う

を真
ま

似
ね

して、東
ひがし

アジアに独
ど く

自
じ

の経
け い

済
ざ い

圏
け ん

（大
だ い

東
と う

亜
あ

経
け い

済
ざ い

圏
け ん

）を作
つ く

ろうとした。

《資
し

料
りょう

》軍
ぐん

人
じん

勅
ちょく

諭
ゆ

　 天
て ん

皇
の う

の 言
こ と

葉
ば

として 軍
ぐ ん

人
じ ん

の 心
こころ

構
が ま

えを 説
と

い た 文
ぶ ん

章
しょう

。
１８８２年

ね ん

に出
だ

された。軍
ぐ ん

人
じ ん

はウソをつくことと勝
か っ

手
て

に行
こ う

動
ど う

することを固
か た

く禁
き ん

じられていた。軍
ぐ ん

人
じ ん

には政
せ い

治
じ

に参
さ ん

加
か

す
るための選

せ ん

挙
き ょ

権
け ん

は与
あ た

えられていなかった。

《資
し

料
りょう

》各
かっ

国
こく

の共
きょう

産
さん

党
とう

設
せつ

立
りつ

年
ねん

①ロシア・１８９８年
ね ん

、②コミンテルン本
ほ ん

部
ぶ

・１９１９年
ね ん

、
③スペイン・１９１８年

ね ん

、④ドイツ・１９１９年
ね ん

、⑤中
ちゅう

国
ご く

・
１９２１年

ね ん

、⑥フランス・１９２１年
ね ん

、⑦日
に

本
ほ ん

・１９２２、
⑧べトナム・１９３０年

ね ん

、⑨朝
ちょう

鮮
せ ん

・１９４５年
ね ん

。

文ぶ
ん

化か

の
大た

い

衆し
ゅ
う

化か

と
都と

市し

の
生せ

い

活か
つ

　

大た
い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

に
は
、
中

ち
ゅ
う

等と
う

・

高こ
う

等と
う

教き
ょ
う

育い
く

が
普ふ

及き
ゅ
う、
女じ

ょ

子し

教き
ょ
う

育い
く

も
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
て
、
向こ

う

学が
く

心し
ん

が
高た

か

ま
っ
た
。

　

学が
く

問も
ん

で
は
、
柳

や
な
ぎ

田だ

国く
に

男お

が

激は
げ

し
い
西せ

い

洋よ
う

化か

の
中な

か

で
、
日に

本ほ
ん

古こ

来ら
い

の
風ふ

う

俗ぞ
く

や
民み

ん

間か
ん

伝で
ん

承し
ょ
うな
ど
を
記き

録ろ
く

す
る
民み

ん

俗ぞ
く

学が
く

を
創そ

う

始し

し
た
。

　

文ぶ
ん

学が
く

で
は
人じ

ん

道ど
う

主し
ゅ

義ぎ

を
掲か

か

げ
た
志し

賀が

直な
お

哉や

、
武む

者し
ゃ

小
の
こ
う

路じ

実さ
ね

篤あ
つ

等な
ど

の
白し

ら

樺か
ば

派は

作さ
っ

家か

が

活か
つ

躍や
く

し
た
。
耽た

ん

美び

的て
き

な
作さ

く

品ひ
ん

を
残の

こ

し
た
谷た

に

崎ざ
き

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

、
理り

知ち

的て
き

作さ
く

風ふ
う

の
芥

あ
く
た

川が
わ

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

ら
も
活か

っ

発ぱ
つ

に
活か

つ

動ど
う

し
た
。

　
こ
の
頃ご

ろ

、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

思し

想そ
う

が
日に

本ほ
ん

に
入は

い

っ
た
こ
と
が
特と

く

筆ひ
つ

さ
れ
る
。

　

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
大た

い

衆し
ゅ
う

化か

が

進す
す

ん
だ
の
も
大た

い

正し
ょ
う

時じ

代だ
い

の

こ
の
頃こ

ろ

の
大お

お

き
な
出で

来き

事ご
と

で

あ
っ
た
。

　

新し
ん

聞ぶ
ん

や
雑ざ

っ

誌し

な
ど
大た

い

衆し
ゅ
う
の
読よ

み
物も

の

が
流は

行や

り
、

１
０
０
万ま

ん

部ぶ

を
超こ

え
る
も
の

が
出で

た
。
文ぶ

ん

学が
く

全ぜ
ん

集し
ゅ
うや
主し

ゅ

婦ふ

向む

け
雑ざ

っ

誌し

、
低て

い

価か

格か
く

本ぼ
ん

な
ど

多お
お

く
の
種し

ゅ

類る
い

の
本ほ

ん

が
発は

っ

刊か
ん

さ

れ
た
。

　

ラ
ジ
オ
放ほ

う

送そ
う

も
始は

じ

ま
り
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
が
発は

っ

達た
つ

、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

の
伝で

ん

達た
つ

が
速は

や

く
、
一い

ち

度ど

に
広ひ

ろ

く
大た

い

量り
ょ
うに
伝つ

た

え
る
こ
と
が
出で

来き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
が
ま
た
大た

い

衆し
ゅ
うの
政せ

い

治じ

参さ
ん

加か

を
促う

な
が
し
、
社し

ゃ

会か
い

や
政せ

い

治じ

の
動う

ご

き
に
影え

い

響き
ょ
うを
及お

よ

ぼ
す
よ

う
に
な
っ
た
。

　

活か
つ

動ど
う

写し
ゃ

真し
ん

（
無む

声せ
い

映え
い

画が

）

に
ト
ー
キ
ー
（
有ゆ

う

声せ
い

映え
い

画が

）

が
登と

う

場じ
ょ
うし
、
レ
コ
ー
ド
で
音お

ん

楽が
く

が
聴き

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大た
い

衆し
ゅ
う

小し
ょ
う

説せ
つ

、
歌か

謡よ
う

曲き
ょ
く、

宝た
か
ら

塚づ
か

歌か

劇げ
き

、
６
大だ

い

学が
く

野や

球
き
ゅ
う

な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
大た

い

衆
し
ゅ
う

娯ご

楽ら
く

、
童ど

う

謡よ
う

、
玩が

ん

具ぐ

、
遊ゆ

う

園え
ん

地ち

、
動ど

う

物ぶ
つ

園え
ん

な
ど
子こ

供ど
も

向む

け

キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な

ど
の
洋よ

う

菓が

子し

も
流は

行や

っ
た
。

　

新あ
た
ら
し
い
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
うも
増ふ

え
、
女じ

ょ

性せ
い

の
働は

た
ら
く
場ば

も
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
開か

い

発は
つ

さ
れ
た
。
バ
ス
ガ
ー
ル
、
電で

ん

話わ

交こ
う

換か
ん

手し
ゅ

な
ど
の
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う、
女じ

ょ

学が
く

生せ
い

の
制せ

い

服ふ
く

、
洋よ

う

装そ
う

を
す
る

女じ
ょ

性せ
い

（
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
）
が

増ふ

え
た
の
も
こ
の
頃ご

ろ

で
あ
る
。

回か
い

復ふ
く

し
な
か
っ
た
。

　

１
９
３
０
年ね

ん

、
ロ
ン
ド
ン

で
海か

い

軍ぐ
ん

の
補ほ

助じ
ょ

艦か
ん

（
戦せ

ん

艦か
ん

、

巡じ
ゅ
ん

洋よ
う

艦か
ん

、
航こ

う

空く
う

母ぼ

艦か
ん

以い

外が
い

の
海か

い

軍ぐ
ん

艦か
ん

船せ
ん

）
の
制せ

い

限げ
ん

を
議ぎ

題だ
い

と
す
る
国こ

く

際さ
い

会か
い

議ぎ

が
開ひ

ら

か

れ
た
（
ロ
ン
ド
ン
軍ぐ

ん

縮し
ゅ
く

会か
い

議ぎ

）。

暴ぼ
う

落ら
く

し
、
農の

う

家か

の
収

し
ゅ
う

入に
ゅ
うは
激げ

き

減げ
ん

し
た
。
翌よ

く

年と
し

、
今こ

ん

度ど

は
冷れ

い

害が
い

に
よ
る
大だ

い

凶き
ょ
う

作さ
く

が
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

と
東と

う

北ほ
く

を
襲お

そ

っ
た
。
食

し
ょ
く

事じ

を

と
れ
な
い
子こ

供ど
も

た
ち
、
娘む

す
め
の

身み

売う

り
が
相あ

い

次つ

い
だ
。

　

世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

に
対た

い

し
て
、
各か

っ

国こ
く

は
様さ

ま

々ざ
ま

な
対た

い

応お
う

を
し
た
。

世せ

界か
い

各か
く

地ち

に
広こ

う

大だ
い

な
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

を
持も

つ
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス

は
、
本ほ

ん

国ご
く

と
植

し
ょ
く

民み
ん

地ち

と
の
経け

い

済ざ
い

圏け
ん

で
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
商

し
ょ
う

品ひ
ん

の
自じ

給
き
ゅ
う

自じ

足そ
く

を
図は

か

り
つ
つ
、
外が

い

国こ
く

の

商し
ょ
う

品ひ
ん

に
は
高た

か

い
関か

ん

税ぜ
い

を
か
け

国こ
く

内な
い

の
市し

場じ
ょ
うか
ら
締し

め
出だ

す

政せ
い

策さ
く

を
採と

っ
た
（
ブ
ロ
ッ
ク
経け

い

済ざ
い

）。

　

ア
メ
リ
カ
も
自じ

国こ
く

の
産さ

ん

業
ぎ
ょ
う

保ほ

護ご

に
走は

し

り
、
関か

ん

税ぜ
い

を
高た

か

く

し
、
世せ

界か
い

不ふ

況き
ょ
うを
更さ

ら

に
深し

ん

刻こ
く

に
し
た
。
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
救す

く

う
た

め
に
国こ

っ

家か

予よ

算さ
ん

で
多お

お

く
の
ダ

ム
を
造つ

く

る
な
ど
大だ

い

規き

模ぼ

な
公こ

う

共き
ょ
う

事じ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
た
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
経け

い

済ざ
い

は
な
か
な
か

　
大た

い

正し
ょ
うか
ら
昭

し
ょ
う

和わ

へ

　

１
９
２
６
年ね

ん

、
大た

い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

は
１
２
月が

つ

２
６
日に

ち

に
崩ほ

う

御ぎ
ょ

さ
れ
た
。
摂せ

っ

政し
ょ
うを
勤つ

と

め
て
お

ら
れ
た
皇こ

う

太た
い

子し

裕ひ
ろ

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

が

皇こ
う

位い

を
継け

い

承し
ょ
うし
、
昭

し
ょ
う

和わ

と
改か

い

元げ
ん

さ
れ
た
。

　

世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

と
昭

し
ょ
う

和わ

恐
き
ょ
う

慌こ
う

・
第だ

い

１
次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

の
後あ

と

、
世せ

界か
い

一い
ち

の
経け

い

済ざ
い

大た
い

国こ
く

と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
で

１
９
２
９
年ね

ん

１
０
月が

つ

、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
株か

ぶ

式し
き

市し

場じ
ょ
うで
株か

ぶ

価か

の
大だ

い

暴ぼ
う

落ら
く

が
起お

き
た
。

　

世せ

界か
い

的て
き

な
恐

き
ょ
う

慌こ
う

が
始は

じ

ま

り
、
多た

数す
う

の
会か

い

社し
ゃ

が
倒と

う

産さ
ん

し
、

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

の
４
人に

ん

に
１
人り

が
職

し
ょ
く

を
失う

し
ない
、
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

が
町ま

ち

に
溢あ

ふ

れ
た
。

　

不ふ

況き
ょ
うは
世せ

界か
い

に
広ひ

ろ

が
り
世せ

界か
い

恐き
ょ
う

慌こ
う

と
な
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
へ
の
輸ゆ

出し
ゅ
つに
頼た

よ

る
日に

本ほ
ん

の

経け
い

済ざ
い

も
大お

お

き
な
打だ

撃げ
き

を
受う

け
、
企き

業ぎ
ょ
うの
倒と

う

産さ
ん

・
休

き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うが

相あ
い

次つ

ぎ
、
大た

い

量り
ょ
うの
失し

つ

業ぎ
ょ
う

者し
ゃ

を
出だ

し
た
（
昭

し
ょ
う

和わ

恐き
ょ
う

慌こ
う

）。

　

農の
う

村そ
ん

で
は
１
９
３
０
年ね

ん

の

豊ほ
う

作さ
く

で
、
農の

う

産さ
ん

物ぶ
つ

の
価か

格か
く

が

共き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

と
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台た

い

頭と
う

校こ
う

は
、
そ
の
原げ

ん

因い
ん

を
政せ

い

財ざ
い

界か
い

の
無む

能の
う

力り
ょ
くと
腐ふ

敗は
い

に
あ
る
と

考か
ん
がえ
、
独ど

く

自じ

に
政せ

い

策さ
く

を
論ろ

ん

じ

る
グ
ル
ー
プ
が
現あ

ら
われ
た
。

　

国こ
く

民み
ん

も
、
不ふ

況き
ょ
うに
よ
る
社し

ゃ

会か
い

不ふ

安あ
ん

の
中な

か

で
、
財ざ

い

界か
い

と
癒ゆ

着ち
ゃ
くし
、
政せ

い

争そ
う

に
明あ

け
暮く

れ
る

政せ
い

党と
う

政せ
い

治じ

に
失し

つ

望ぼ
う

し
、
次し

第だ
い

に
軍ぐ

ん

部ぶ

に
期き

待た
い

を
寄よ

せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

た
。

　

ド
イ
ツ
で
は
、
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

ヒ

ト
ラ
ー
（
１
８
８
９
―
１
９ 

４
５
）
が
、
ド
イ
ツ
の
民み

ん

族ぞ
く

主し
ゅ

義ぎ

に
目め

覚ざ

め
、
巧た

く

み
な
演え

ん

説ぜ
つ

で
国こ

く

民み
ん

を
熱ね

っ

狂き
ょ
うさ
せ
、
ナ

チ
ス
党と

う

を
大お

お

き
く
し
、
戦せ

ん

争そ
う

を
始は

じ

め
た
。

　

共
き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

の
考か

ん
が

え
で
は
、

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

が
団だ

ん

結け
つ

し
て
、
資し

本ほ
ん

家か

を
倒た

お

し
、
計け

い

画か
く

的て
き

に
経け

い

済ざ
い

を
運う

ん

営え
い

し
て
、
階か

い

級き
ゅ
うに
よ

る
差さ

別べ
つ

の
な
い
社し

ゃ

会か
い

を
作つ

く

る

こ
と
を
理り

想そ
う

と
し
た
。
そ
れ

を
実じ

つ

現げ
ん

す
る
た
め
の
手し

ゅ

段だ
ん

が

一い
っ

党と
う

独ど
く

裁さ
い

体た
い

制せ
い

で
あ
る
と
し



特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

聖せ
い
市し

ヴ
ィ
ラ
カ
ロ
ン
在ざ
い
住じ
ゅ
う　

　
毛も
う
利り

律り
つ
子こ

央お
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

」
を
訪た

ず

ね
て
遺い

品ひ
ん

の
研け

ん

究き
ゅ
う

器き

具ぐ

を
写し

ゃ

真し
ん

に
収お

さ

め

た
り
、
職

し
ょ
く

員い
ん

か
ら
有ゆ

う

益え
き

な
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
聞き

き
、
原げ

ん

稿こ
う

を
纏ま

と

め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
職

し
ょ
く

員い
ん

の
一ひ

と

人り

の
女じ

ょ

史し

か
ら
の
資し

料り
ょ
う

提て
い

供き
ょ
うな

ど
、
至い

た

っ
て
寛か

ん

大だ
い

な
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを

受う

け
た
の
で
あ
っ
た
。

　

バ
イ
ー
ア
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

医い

学が
く

部ぶ

に
は
、
実じ

っ

際さ
い

に
野の

口ぐ
ち

が
講こ

う

義ぎ

を
し
た
講こ

う

堂ど
う

が
あ
り
、
図と

書し
ょ

館か
ん

の
正

し
ょ
う

面め
ん

玄げ
ん

関か
ん

に
は
オ
ズ

ワ
ル
ド
・
ク
ル
ス
研け

ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

の

創そ
う

設せ
つ

者し
ゃ

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ク
ル

ス
博は

か

士せ

と
並な

ら

ん
で
飾か

ざ

ら
れ
た

レ
リ
ー
フ
が
有ゆ

う

名め
い

で
あ
る
。

　

隣り
ん

接せ
つ

す
る
資し

料り
ょ
う

館か
ん

で
は
、

貴き

重ち
ょ
うな
資し

料り
ょ
うの
閲え

つ

覧ら
ん

が
で
き
た

（「
フ
ィ
ー
リ
ョ
ス
・
デ
・
ガ

ン
ジ
ー
」、「
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

」
に

関か
ん

す
る
簡か

ん

略り
ゃ
く

化か

し
た
拙せ

っ

稿こ
う

は
、
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
た
）

　

さ
て
、
少す

こ

し
離は

な

れ
た

場ば

所し
ょ

に
あ
る
市し

の
観か

ん

光こ
う

課か

（S
e

cre
ta

ria d
e 

T
u

rism
o

）
を
訪た

ず

ね
た
時と

き

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ア
フ
リ
カ
移い

民み
ん

の
こ
と
に
つ

い
て
い
く
つ
か
質し

つ

問も
ん

を
し
て
い

る
と
、
一ひ

と

人り

の
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

の
男だ

ん

性せ
い

職し
ょ
く

員い
ん

が
話は

な
し
に
加く

わ

わ
り
、「
奴ど

隷れ
い

市い
ち

場ば

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
女

お
ん
な

奴ど

隷れ
い

が
い
た
、
と
聞き

い
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
女お

ん
な
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
人じ

ん

の
船ふ

な

乗の

り
の
女お

ん
な

だ
っ
た

が
、
陸り

く

に
上あ

が
っ
た
ら
フ
ァ
ゼ

ン
デ
イ
ロ
の
召め

し

使つ
か
いと
し
て
バ

イ
ー
ヤ
の
奥お

く

地ち

に
入は

い

っ
た
そ

う
だ
。
そ
の
男だ

ん

性せ
い

は
、
日に

っ

本ぽ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

奴ど

隷れ
い

を
『
女じ

ょ

官か
ん

』
と

呼よ

ん
で
い
た
と
聞き

い
た
こ
と

が
あ
る
」
と
話は

な
し
を
し
て
く
れ

た
。
私わ

た
し
は
そ
の
言こ

と

葉ば

の
字じ

を

書か

い
て
く
れ
と
い
う
と
、「
ｊ

ｙ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
」
と
綴つ

づ

っ
た
。

こ
の
言こ

と

葉ば

が
「
女じ

ょ

官か
ん

」
を
意い

味み

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不ふ

明め
い

で
あ
る
。

　

私わ
た
しは
ひ
ど
く
お
ど
ろ
い
て
、

詳く
わ

し
い
こ
と
を
知し

り
た
い
と

食く

い
下さ

が
っ
た
が
、「
当と

う

時じ

の

書し
ょ

類る
い

は
す
べ
て
焼

し
ょ
う

失し
つ

し
て
い

る
」
と
の
こ
と
。
農の

う

園え
ん

主し
ゅ

や

大お
お

金が
ね

持も

ち
も
政せ

い

府ふ

か
ら
の
通つ

う

達た
つ

で
、
過か

去こ

の
書し

ょ

類る
い

は
全す

べ

て

廃は
い

棄き

し
て
い
る
。
し
か
し
、

古こ

書し
ょ

、
私し

家か

本ぼ
ん

、
新し

ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

な

ど
か
ら
追つ

い

跡せ
き

で
き
る
か
も
し

れ
な
い
、
と
教お

し

え
て
く
れ
た
。

（５） ２０２０（令和二）年第５６０４号 	１０月	３１日	（土曜日）

１
６
世せ

い

紀き

の
日に

っ

本ぽ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

奴ど

隷れ
い

哀あ
い

史し

サ
ル
バ
ド
ー
ル
に
「
女じ

ょ

官か
ん

」
い
た
？

等な
ど

を
訪ほ

う

問も
ん

し
、
聞き

き
取と

り
調

ち
ょ
う

査さ

を
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
来き

た
ば
か
り

で
、
ま
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

も

全ま
っ
たく
で
き
ず
、
右み

ぎ

も
左ひ

だ
り
も
分わ

か
ら
な
い
。
単た

ん

独ど
く

で
の
、
大だ

い

胆た
ん

で
無む

謀ぼ
う

な
冒ぼ

う

険け
ん

で
あ
っ
た

が
、
訪お

と
ず
れ
た
先さ

き

々ざ
き

で
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

か
ら
こ
の
上う

え

な
い
待た

い

遇ぐ
う

を
頂い

た
だ
き
、
ブ
ラ
ジ
ル
生せ

い

活か
つ

で

の
幸こ

う

運う
ん

な
ス
タ
ー
ト
に
な
っ

た
。

衝し
ょ
う

撃げ
き

の
「
女じ

ょ

官か
ん

」
と
呼よ

ば
れ

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

　

サ
ル
バ
ド
ー
ル
で
案あ

ん

内な
い

し

て
も
ら
っ
た
中

ち
ゅ
う

年ね
ん

の
白は

く

人じ
ん

男だ
ん

性せ
い

の
ベ
テ
ラ
ン
ガ
イ
ド
は
、

英え
い

語ご

が
達た

っ

者し
ゃ

で
、
当と

う

方ほ
う

の
目も

く

的て
き

と
意い

図と

を
よ
く
理り

解か
い

し
て

く
れ
た
の
で
、
彼か

れ

の
人じ

ん

脈み
ゃ
くを

通と
お

し
て
、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

な
ガ
イ
ド

コ
ー
ス
を
外は

ず

れ
た
、
彼か

れ

が
自じ

負ふ

す
る
と
こ
ろ
の
「
歴れ

き

史し

の

奥お
く

に
案あ

ん

内な
い

」
し
て
く
れ
た
。

　

成せ
い

果か

と
し
て
は「
黒く

ろ

い
ロ
ー

マ
」
の
所ゆ

え
ん以
を
、
有ゆ

う

名め
い

教き
ょ
う

会か
い

の
奥お

く

深ぶ
か

く
に
入は

い

っ
て
見け

ん

聞ぶ
ん

し
、

「
サ
ル
バ
ド
ー
ル
の
カ
ー
ニ

バ
ル
・
ブ
ロ
ッ
コ
、
フ
ィ
ー
リ
ョ

ス
・
デ
・
ガ
ン
ジ
ー
、
彼か

れ

ら

は
な
ぜ
ガ
ン
ジ
ー
の
息む

す

子こ

た

ち
と
名な

乗の

る
の
か
」
を
知し

る

た
め
に
は
、「
フ
ィ
ー
リ
ョ
ス
・

デ
・
ガ
ン
ジ
ー
本ほ

ん

部ぶ

」
の
副ふ

く

理り

事じ

長ち
ょ
うジ
ョ
ゼ
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
氏し

に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
、
そ
の
功こ

う

績せ
き

を
知し

る
こ
と

が
で
き
た
。

　

野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

が
滞た

い

在ざ
い

し
て
研け

ん

究き
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

を
し
た
、
オ
ズ
ワ
ル

ド
・
ク
ル
ス
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

バ
イ
ー

ア
支し

所し
ょ

、
現げ

ん

在ざ
い

「
ゴ
ン
サ
ロ・

モ
ニ
ッ
ツ
、
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｎ
中

ち
ゅ
う

に
な
る
こ
と
は
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

の
一い

ち

市し

民み
ん

生せ
い

活か
つ

の
当あ

た

り
前ま

え

の
朝あ

さ

に
お
い
て
は
、
ま

ず
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
。

　

私わ
た
し

は
、
２
０
１
１
年ね

ん

４

月が
つ

か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
暮く

ら

し
始は

じ

め
、
日に

本ほ
ん

で
所し

ょ

属ぞ
く

の
研け

ん

究き
ゅ
う

学が
っ

会か
い

に
報ほ

う

告こ
く

論ろ
ん

文ぶ
ん

と
し

て
、（
１
）「
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

の
ブ

ラ
ジ
ル
滞た

い

在ざ
い

中ち
ゅ
うの
黄お

う

熱ね
つ

病
び
ょ
う

研け
ん

究き
ゅ
う」、（
２
）「
黒く

ろ

い
ロ
ー

マ
の
歴れ

き

史し

、
シ
ン
ク
レ
テ
ィ

ズ
ム
（Sin

cretism
o

:

宗し
ゅ
う

教き
ょ
う

混こ
ん

淆こ
う

）
の
歴れ

き

史し

」、

（
３
）「
奴ど

隷れ
い

貿ぼ
う

易え
き

と
ユ
ダ

ヤ
移い

民み
ん

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

２
０
１
３
年ね

ん

か
ら
１
５
年ね

ん

に

バ
イ
ヤ
州し

ゅ
う
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市し

内な
い

バ
イ
ヤ
大だ

い

学が
く

、
諸し

ょ

研け
ん

究き
ゅ
う

機き

関か
ん

、
レ
シ
フ
ェ
、
ジ
ョ
ア
ン
・

ペ
ソ
ア
の
パ
ラ
イ
バ
州

し
ゅ
う

立り
つ

大だ
い

学が
く

　
「
１
６
世せ

い

紀き

ご
ろ
に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
奴ど

隷れ
い

と
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人じ

ん

に
売う

ら
れ
て
い
た
」。

こ
の
よ
う
な
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

実じ
つ

を
、
現げ

ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
ど
の
く

ら
い
知し

っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　

去さ

る
１
０
月が

つ

２
０
日か

付づ

け

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

「
樹じ

ゅ

海か
い

」
拡か

く

大だ
い

版ば
ん

、
深ふ

か

沢さ
わ

編へ
ん

集し
ゅ
う

長ち
ょ
うに
よ

る
「
１
６
世せ

い

紀き

に
南な

ん

米べ
い

へ
来き

た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

と
ユ
ダ
ヤ
教

き
ょ
う

徒と

」
を
読よ

ん
だ
。「
南な

ん

米べ
い

に

渡わ
た

っ
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

」
は
深ふ

か

沢ざ
わ

氏し

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一ひ

と
つ

で
あ
る
と
拝は

い

見け
ん

し
て
い
る
。

　

ま
だ
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

し
て
１
０

年ね
ん

ほ
ど
の
私わ

た
し
は
、
こ
の
よ
う

な
史し

実じ
つ

を
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
サ

ン
パ
ウ
ロ
市し

の
朝あ

さ

の
新し

ん

聞ぶ
ん

紙し

上じ
ょ
うで
読よ

む
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
関か

ん

心し
ん

事じ

の
一ひ

とつ

ブ
ラ
ジ
ル
の
家か

庭て
い

内な
い

奴ど

隷れ
い

の
様よ

う

子す

。
１
８
２
０
年ね

ん

、
ジ
ョ

ア
ン
・
バ
チ
ス
タ
・
デ
ブ
レ
画が

（Jean-Baptiste De-
bret, Public dom

ain, via W
ikim

edia Com
m

ons
）

【参
さん

考
こう

】ジャン＝レオン・ジェロームの絵
かい

画
が

『ローマの奴
ど

隷
れい

販
はん

売
ばい

』（1884 年
ねん

、Jean-Léon Gérôme, Public domain, via 
Wikimedia Commons）

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
（https://w

w
w

.youtube.com
/w

atc  h?v =RS5Io8aQfW
w

）
の
画が

像ぞ
う

。
毛も

う

利り

さ
ん
い
わ
く
「
黄お

う

金ご
ん

の
国く

に

チ
パ
ン
グ
の
女お

ん
な

た
ち
」
は
、「
こ
の
絵え

に
似に

て
い
る
が

違ち
が

う
。
私わ

た
し

が
見み

せ
て
も
ら
っ
た
絵え

は
、
も
っ
と
暗く

ら

く
、
足あ

し

に
は
鎖く

さ
り

が
付つ

い
て
い
ま
し
た
。

船せ
ん

倉そ
う

と
、
デ
ッ
キ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
セ
リ
に
か
け
ら
れ
る
女じ

ょ

性せ
い

の
絵え

の
場ば

面め
ん

が
連れ

ん

続ぞ
く

し

て
い
て
、
一い

ち

連れ
ん

に
な
っ
て
い
た
」
と
の
こ
と

２
０
１
３
年ね

ん

９
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
ジ
ョ
ン
ペ
ソ
ア
の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
集あ

つ

ま
っ
た
皆み

な

さ
ん

毛も
う

利り

さ
ん
、
関せ

き

口ぐ
ち

ひ
と
み
レ
シ
フ
ェ
領り

ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
う

（
当と

う

時じ

）
ら

　

サ
ル
バ
ド
ー
ル
滞た

い

在ざ
い

最さ
い

後ご

の
日ひ

に
、ガ
イ
ド
が「
フ
ァ
ベ
ー

ラ
の
語ご

源げ
ん

」
と
な
っ
た
絵か

い

画が

を
展て

ん

示じ

し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ

ン
に
案あ

ん

内な
い

し
て
く
れ
た
。

　

彼か
れ

の
詳

し
ょ
う

細さ
い

な
説せ

つ

明め
い

か
ら
、

３
０
０
年ね

ん

前ま
え

に
バ
イ
ア
の
キ

ロ
ン
ボ
が
逃に

げ
込こ

ん
だ
沼ぬ

ま

地ち

の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

に
咲さ

い
て
い
た
長な

が

い

棘と
げ

の
あ
る
、白し

ろ

い
花は

な

の
名な

前ま
え

が

「
フ
ァ
ベ
ー
ラ
」
で
あ
る
こ
と

を
知し

っ
た
。

パ
ラ
イ
バ
大だ

い

学が
く

図と

書し
ょ

館か
ん

司し

書し
ょ

に
よ
る
「
黄お

う

金ご
ん

の
国く

に

チ
パ
ン

グ
の
女お

ん
なた
ち
」
の
話

は
な
し

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
ソ
ア
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
北ほ

く

東と
う

部ぶ

、
西に

し

ア
フ
リ

カ
に
最も

っ
と
も
近ち

か

く
、
国こ

く

内な
い

で
は

一い
ち

番ば
ん

最さ
い

初し
ょ

に
日ひ

の
出で

が
見み

ら

　

誰だ
れ

か
ら
聞き

い
た
話は

な
し
か
を
聞き

い
た
と
こ
ろ
、
３
０
年ね

ん

ほ
ど

前ま
え

に
下し

た

町ま
ち(

バ
イ
ー
ヤ
の
町ま

ち

の
構こ

う

造ぞ
う

は
上う

わ

町ま
ち

＝
歴れ

き

史し

地ち

区く

と
下し

た

町ま
ち

が
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

繋つ
な

が
っ
て
い
る)

の
税ぜ

い

関か
ん

で
耳み

み

に
し
た
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ

は
多お

お

く
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

が
バ

イ
ー
ヤ
の
下し

た

町ま
ち

に
い
て
、
根こ

ん

拠き
ょ

の
な
い
話は

な
しが
飛と

び
交か

っ
て
い

た
と
述の

べ
た
。

　
し
か
し
こ
れ
ら
の
、

●
日に

っ

本ぽ
ん

女じ
ょ

性せ
い

が
奴ど

隷れ
い

と
し
て

バ
イ
ー
ヤ
の
奴ど

隷れ
い

市い
ち

場ば

に
い

た
こ
と
。

●
な
ぜ
「
女じ

ょ

官か
ん

」
と
呼よ

ば
れ

た
の
か
。
そ
の
人ひ

と

の
出

し
ゅ
っ

生し
ょ
うは
一い

っ

定て
い

の
身み

分ぶ
ん

に
い
た
女じ

ょ

性せ
い

だ
っ

た
の
か
、

●
「
ｊ
ｙ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
」
と
い

う
発は

つ

音お
ん

を
聞き

い
て
私わ

た
し
は
「
女じ

ょ

官か
ん

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

を
当あ

て
た

が
、
日に

本ほ
ん

語ご

な
ら 

「
ｎ
ｙ
ｏ

ｋ
ａ
ｎ
」
と
発は

つ

音お
ん

さ
れ
る
べ

き
か
。
女じ

ょ

官か
ん

＝
「
ｊ
ｙ
ｏ
ｋ

ａ
ｎ
」
は
韓か

ん

国こ
く

語ご

の
発は

つ

音お
ん

に

な
る
の
か
。
韓か

ん

国こ
く

に
は
当と

う

時じ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人じ

ん

と
の
間あ

い
だで
の

人じ
ん

身し
ん

売ば
い

買ば
い

の
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

実じ
つ

の

確か
く

認に
ん

作さ

業ぎ
ょ
うが
必ひ

つ

要よ
う

で
あ
る
。

　

衝
し
ょ
う

撃げ
き

的て
き

な
謎な

ぞ

は
、
の
ど

に
刺さ

さ
っ
た
ホ
ネ
の
よ
う
に

心こ
こ
ろに
残の

こ

っ
て
ま
ま
で
あ
る
が
、

様さ
ま

々ざ
ま

な
理り

由ゆ
う

か
ら
、
私わ

た
し
は
そ

れ
ら
の
調

ち
ょ
う

査さ

研け
ん

究き
ゅ
うを
あ
き
ら

め
、
放ほ

う

棄き

し
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
今い

ま

で
は
悔く

や
ん
で
い
る
。

奴ど

隷れ
い

の
逃と

う

亡ぼ
う

地ち

に
咲さ

い
て
い

た
花は

な

「
フ
ァ
ベ
ー
ラ
」

れ
る
町ま

ち

と
知し

ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
町ま

ち

の
パ
ラ
イ
バ
大だ

い

学が
く

文ぶ
ん

学が
く

部ぶ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
ゼ
リ
ア
・

ボ
ー
ラ
女じ

ょ

史し

は
日に

本ほ
ん

で
所し

ょ

属ぞ
く

の
同お

な

じ
学が

っ

会か
い

の
会か

い

員い
ん

と
い
う

こ
と
も
あ
り
会か

い

見け
ん

の
約や

く

束そ
く

は

直す

ぐ
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

奴ど

隷れ
い

制せ
い

の
歴れ

き

史し

を
聞き

く
こ
と

に
な
っ
た
。

　

空く
う

港こ
う

に
出で

迎む
か

え
て
く
れ
た

教き
ょ
う

授じ
ゅ

の
娘む

す
めの
運う

ん

転て
ん

す
る
車く

る
まで

パ
ラ
イ
バ
大だ

い

学が
く

に
向む

か
っ
た
。

イ
ン
ド
人じ

ん

の
血ち

を
引ひ

く
女じ

ょ

史し

の
息む

す

子こ

の
名な

前ま
え

は
シ
ッ
ダ
ル
タ

（
釈

し
ゃ
く

尊そ
ん

の
名な

前ま
え

に
ち
な
み
？

こ
の
名な

前ま
え

の
由ゆ

来ら
い

は
い
ず
れ

確か
く

認に
ん

し
た
い
と
思お

も
っ
て
い
る
）、

娘む
す
めの
名な

前ま
え

は
ロ
ー
タ
ス
（
蓮は

す

の
こ
と
、
で
法ほ

っ

華け

経き
ょ
うは
、
ス
ー

ト
ラ
・
デ
・
ロ
ー
タ
ス
。
し

か
し
、
彼か

の

女じ
ょ

は
ヒ
ン
ズ
ー
教

き
ょ
う

徒と

で
あ
る
）
と
名な

乗の

っ
て
い

た
。

　

大だ
い

学が
く

の
構こ

う

内な
い

は
広こ

う

大だ
い

で
、

女じ
ょ

史し

の
話は

な
し
で
は
講こ

う

義ぎ

中ち
ゅ
うに
猿さ

る

が
出で

て
来く

る
こ
と
も
あ
り
、

夜や

間か
ん

は
豹ひ

ょ
う
に
気き

を
付つ

け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
そ
う
だ
。
構こ

う

内な
い

に
は
大お

お

き
な
木き

が
広ひ

ろ

い
木こ

陰か
げ

を
作つ

く

り
、
絶ぜ

つ

滅め
つ

危き

惧ぐ

種し
ゅ

に

登と
う

録ろ
く

さ
れ
て
い
る
パ
オ
ブ
ラ

ジ
ル
の
苗な

え

木ぎ

が
い
た
る
と
こ

ろ
に
植う

え
付つ

け
て
あ
っ
た
。

　

図と

書し
ょ

館か
ん

に
は
奴ど

隷れ
い

制せ
い

に
つ

い
て
の
資し

料り
ょ
うは
豊ほ

う

富ふ

に
残の

こ

さ

れ
て
い
て
、
ア
フ
リ
カ
人じ

ん

奴ど

隷れ
い

研け
ん

究き
ゅ
うに
お
け
る
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た

資し

料り
ょ
う

集あ
つ

め
が
で
き
た
。

　

ボ
ー
ラ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

と
、
二ふ

た

人り

の

司し

書し
ょ

と
の
雑ざ

つ

談だ
ん

の
中な

か

で
、「
ま

さ
か
、
同ど

う

時じ

期き

に
黒こ

く

人じ
ん

奴ど

隷れ
い

と
と
も
に
東と

う

洋よ
う

か
ら
の
奴ど

隷れ
い

も
い
た
事じ

実じ
つ

は
無な

い
よ
ね
」

と
問と

い

う
た
と
こ
ろ
、
司し

書し
ょ

が
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
当と

う

時じ

た
く

さ
ん
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
女お

ん
な
が
い
た
、

と
い
っ
た
。

「
チ
パ
ン
グ
と
い
う
国く

に

か
ら
き

た
女お

ん
なた
ち
」

　

そ
の
時と

き

の
司し

書し
ょ

の
一ひ

と

人り

が
、

日に

本ほ
ん

を
「
チ
パ
ン
グ
」
と
い
っ

た
。
私わ

た
し
は
そ
の
こ
と
を
指し

摘て
き

す
る
と
、
大た

い

変へ
ん

得と
く

意い

げ
に
、

「
自じ

分ぶ
ん

は
『
東と

う

方ほ
う

見け
ん

聞ぶ
ん

録ろ
く

』

の
英え

い

語ご

版ば
ん

を
完か

ん

読ど
く

し
た
こ
と

が
あ
る
」
と
言い

う
の
だ
っ
た
。

改あ
ら
ため
て
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の

書か

い
た
『
東と

う

方ほ
う

見け
ん

聞ぶ
ん

録ろ
く

』
で

確か
く

認に
ん

す
る
と
、
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
く

を
チ

パ
ン
グ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
ジ
ー
ペ

ン
・
グ
オ
の
訛な

ま

り
、
一い

っ

般ぱ
ん

的て
き

に
は
ジ
パ
ン
グ
と
称し

ょ
うさ
れ
る
こ

と
が
多お

お

い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
中な

か

に
書か

い

て
あ
る
よ
う
に
、「
１
６
世せ

い

紀き

以い

降こ
う

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
女じ

ょ

性せ
い

は
色い

ろ

が
白し

ろ

く
、
と
て
も
働は

た
ら
き
者も

の

で
、
重

ち
ょ
う

宝ほ
う

さ
れ
て
い
た
」
と
語か

た

っ
た
。

そ
の
よ
う
な
話は

な
し
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
歴れ

き

史し

書し
ょ

で
も
読よ

む
こ

と
が
あ
る
が
、

「
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
連つ

れ
て
こ
ら

れ
た
の
か
？
」
と
聞き

く
と
、

「
そ
れ
は
あ
り
得え

な
い
こ
と
で

は
な
い
。
当と

う

時じ

の
サ
ル
バ
ド
ー

ル
の
市し

場じ
ょ
うに
は
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うか

ら
集あ

つ

め
ら
れ
た
奴ど

隷れ
い

が
い
た

か
ら
ね
」
と
、
語か

た
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
関か

ん

連れ
ん

資し

料り
ょ
うを
見み

つ
け
る
の
は
難む

ず
か
し
い
。
時じ

間か
ん

を
か
け
な
い
と
い
け
な
い
、
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
の
時と

き

に
、

彼か
れ

が
取と

り
出だ

し
て
き
て
見み

せ

て
く
れ
た
、
古ふ

る

い
、
保ほ

存ぞ
ん

状
じ
ょ
う

態た
い

の
悪わ

る

い
、
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
う

画が

集し
ゅ
うの
中な

か

に
、
船せ

ん

倉そ
う

に
繋つ

な

が
れ
た
裸は

だ
か
の

日に
っ

本ぽ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

奴ど

隷れ
い

の
絵か

い

画が

が

あ
っ
た
。

　

壇だ
ん

上じ
ょ
うに
は
、
外が

い

国こ
く

の
女じ

ょ

性せ
い

が
奴ど

隷れ
い

と
し
て
の
値ね

踏ぶ

み
を

さ
れ
て
い
る
情

じ
ょ
う

景け
い

が
書か

か
れ

て
い
て
、
ほ
か
の
ア
フ
リ
カ

奴ど

隷れ
い

を
描か

い
た
お
ぞ
ま
し
い

絵え

と
は
印い

ん

象し
ょ
うが
全ま

っ
た
く
違ち

が

っ
て

い
た
。

　

静せ
い

止し

画が

と
は
い
え
、
数す

う

人に
ん

の
日に

っ

本ぽ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

が
シ
ー
ツ
を

纏ま
と

っ
て
順

じ
ゅ
ん

番ば
ん

を
待ま

っ
て
い
る
、

そ
の
お
び
え
た
顔か

お

や
、
肌は

だ

の

白し
ろ

さ
が
痛い

た

々い
た

し
く
、
忘わ

す

れ
ら

れ
な
い
絵か

い

画が

の
一ひ

と

つ
と
し
て

記き

憶お
く

に
残の

こ

っ
て
い
る
。
作さ

く

者し
ゃ

も
知し

ら
ず
、
時じ

代だ
い

も
知し

ら
な

い
一い

ち

枚ま
い

の
絵え

な
の
で
、
現げ

ん

在ざ
い

、

こ
れ
ほ
ど
便べ

ん

利り

な
パ
ソ
コ
ン

の
検け

ん

索さ
く

シ
ス
テ
ム
を
使つ

か

っ
て

も
、
同お

な

じ
絵か

い

画が

を
見み

つ
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

　

パ
ラ
イ
バ
大だ

い

学が
く

の
図と

書し
ょ

館か
ん

に
出で

向む

か
な
け
れ
ば
見み

れ
な

い
も
の
の
一ひ

と
つ
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

改あ
ら
た
め
て
『
東と

う

方ほ
う

見け
ん

聞ぶ
ん

録ろ
く

』

や
多お

お

く
の
当と

う

時じ

の
歴れ

き

史し

書し
ょ

を

再さ
い

読ど
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ

イ
ー
ヤ
の
人ひ

と

々び
と

の
断だ

ん

片ぺ
ん

的て
き

な

話は
な
しの
中な

か

に
、
多お

お

く
の
知し

ら
れ

ざ
る
こ
と
が
潜ひ

そ

ん
で
い
る
よ

う
に
感か

ん

じ
ら
れ
る
。

　
ひ
と
つ
残ざ

ん

念ね
ん

な
こ
と
に
、
こ

れ
ら
の
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

や
遺い

跡せ
き

巡め
ぐ

り

で
痛つ

う

感か
ん

し
た
こ
と
は
、
保ほ

存ぞ
ん

状じ
ょ
う

態た
い

の
劣れ

つ

悪あ
く

さ
で
あ
っ
た
。

　

い
た
る
と
こ
ろ
、
不ふ

備び

だ

ら
け
で
、
説せ

つ

明め
い

も
そ
れ
ぞ
れ

食く

い
違ち

が

う
こ
と
が
多お

お

く
、
追つ

い

跡せ
き

調ち
ょ
う

査さ

は
よ
ほ
ど
慎し

ん

重ち
ょ
う・

厳げ
ん

重じ
ゅ
うに
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
。
ま
た
、
研け

ん

究き
ゅ
う

員い
ん

も
、
高こ

う

度ど

な
歴れ

き

史し

研け
ん

究き
ゅ
うに
関か

か

わ
っ
て
い
る
人ひ

と

を
尋た

ず

ね
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
な
ど
、
個こ

人じ
ん

レ
ベ
ル
で
の
研け

ん

究き
ゅ
う

調ち
ょ
う

査さ

の
限げ

ん

界か
い

を
思お

も

い
知し

ら
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の

特と
く

性せ
い

と
も
い
え
る
寛か

ん

大だ
い

さ
、

自じ

分ぶ
ん

の
知し

っ
て
い
る
知ち

識し
き

は

全す
べ

て
教お

し

え
て
あ
げ
よ
う
、
ど

こ
ま
で
も
案あ

ん

内な
い

し
て
あ
げ
る

と
い
う
、
開か

い

放ほ
う

的て
き

で
親し

ん

愛あ
い

の

こ
も
っ
た
態た

い

度ど

は
、
非ひ

常じ
ょ
うに

好こ
う

感か
ん

を
抱だ

い
て
い
る
。き
っ
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
偉え

ら

い
先せ

ん

生せ
い

方が
た

も
、
概お

お
む
ね
こ
の
よ
う
に
接せ

っ

し

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
ソ
ア
の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

祭ま
つ

り
　

ジ
ョ
ア
ン
・
ペ
ソ
ア
は
国こ

く

内な
い

有ゆ
う

数す
う

の
観か

ん

光こ
う

地ち

と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
当と

う

時じ

（
５
年ね

ん

前ま
え

）
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
投と

う

資し

家か

に
よ
る
高こ

う

層そ
う

マ
ン
シ
ョ
ン
の

建け
ん

築ち
く

ラ
ッ
シ
ュ
で
、
町ま

ち

中な
か

の
自じ

動ど
う

車し
ゃ

デ
ィ
ー
ラ
ー
の
店み

せ

は
圧あ

っ

倒と
う

的て
き

に
高こ

う

級き
ゅ
う

外が
い

車し
ゃ

が
並な

ら

ん
で

い
た
。

　

歴れ
き

史し

地ち

区く

を
抜ぬ

け
る
と
、

大た
い

西せ
い

洋よ
う

の
広ひ

ろ

い
海う

な

原ば
ら

を
望の

ぞ

む

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立た

ち
並な

ら

び
、
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
くで
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。

　

偶ぐ
う

然ぜ
ん

に
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

祭ま
つ

り

が
開か

い

催さ
い

さ
れ
て
い
て
、
参さ

ん

加か

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会か

い

場
じ
ょ
う

に
は
、
当と

う

時じ

の
レ
シ
フ
ェ
領

り
ょ
う

事じ

館か
ん

の
関せ

き

口ぐ
ち

ひ
と
み
領

り
ょ
う

事じ

事じ

務む

所し
ょ

長ち
ょ
う（
当と

う

時じ

）
が
来ら

い

賓ひ
ん

で
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

・
要よ

う

介か
い

護ご

者し
ゃ

向む

け
の
ペ
ッ
ト
ロ
ボ
『
パ
ロ
』

を
抱だ

っ
こ
し
て
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
い
た

の
が
と
て
も
印い

ん

象し
ょ
う

的て
き

で
あ
っ

た
。
彼か

の

女じ
ょ

は
「
こ
う
い
う
こ

と
も
領

り
ょ
う

事じ

の
仕し

事ご
と

の
一ひ

とつ
な
ん

で
す
よ
」
と
笑え

顔が
お

で
気き

さ
く

に
語か

た
っ
て
い
た
。

　

ジ
ョ
ン
・
ペ
ソ
ア
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
規き

模ぼ

は
そ
れ
ほ
ど
大お

お

き
く
な
い
が
、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
くし
た
親お

や

は
子こ

供ど
も

に
農の

う

業ぎ
ょ
うの
よ
う
な
辛つ

ら

い
仕し

事ご
と

は
さ
せ
た
く
な
い
と

学が
く

問も
ん

を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し
た
。
そ
の
結け

っ

果か

、
専せ

ん

門も
ん

職し
ょ
くに
就つ

く
人ひ

と

が
多お

お

く
、
パ
ラ
イ
バ
大だ

い

学が
く

に
も
日に

っ

系け
い

人じ
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
多お

お

く
活か

つ

躍や
く

し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

パ
ラ
イ
バ
大だ

い

学が
く

に
勤き

ん

務む

す

る
現げ

ん

役え
き

の
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

も
数す

う

人に
ん

参さ
ん

加か

し
て
い
た
が
、
皆み

な

さ
ん
が
と

て
も
健け

ん

康こ
う

的て
き

で
、
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

っ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
先せ

ん

祖ぞ

の
残の

こ

し
た
遺い

産さ
ん

の
上う

え

に
安あ

ん

住じ
ゅ
うす
る
こ
と
な

く
、
新あ

ら

た
に
開ひ

ら

い
た
道み

ち

で
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
継け

い

承し
ょ
うと
と
も
に
、

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
誇ほ

こ

り
を
忘わ

す

れ
ず
地じ

元も
と

地ち

域い
き

の
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

し
て

い
る
姿す

が
たが
忘わ

す

れ
ら
れ
な
い
。

　

再さ
い

会か
い

を
期き

し
て
別わ

か

れ
た

が
、
会あ

え
ず
じ
ま
い
で
、
今い

ま

に
至い

た

っ
た
の
は
心

こ
こ
ろ

残の
こ

り
の
一ひ

と
つ

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
月つ

き

日ひ

は
流な

が

れ
、

今い
ま

、
深ふ

か

沢さ
わ

氏し

の
記き

事じ

を
読よ

み
、
こ
れ
ま
で
に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ
れ

た
研け

ん

究き
ゅ
う

記き

事じ

に
当あ

た
り
、
多お

お

く
を
学ま

な

ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
を
機き

に
過す

ぎ
去さ

っ
た
バ

イ
ー
ヤ
で
の
様さ

ま

々ざ
ま

な
記き

憶お
く

が

蘇よ
み
が
え

っ
た
。
私わ

た
し
は
、
何な

に

か
大た

い

切せ
つ

な
落お

と
し
物も

の

を
し
た
よ
う

な
焦

し
ょ
う

燥そ
う

感か
ん

と
、
取と

り
戻も

ど

せ
な

い
後こ

う

悔か
い

を
感か

ん

じ
つ
つ
、
急い

そ

ぎ

バ
イ
ー
ヤ
の
当と

う

該が
い

者し
ゃ

に
連れ

ん

絡ら
く

を
取と

っ
て
み
た
が
、
今い

ま

の
コ
ロ

ナ
禍か

の
影え

い

響き
ょ
うな
の
だ
ろ
う
か
、

誰だ
れ

一ひ
と

人り

と
も
連れ

ん

絡ら
く

が
付つ

か
な

か
っ
た
。

　

レ
シ
フ
ェ
で
実じ

っ

際さ
い

に
目め

に

し
た
多お

お

く
の
コ
ン
ベ
ル
ソ
の

遺い

跡せ
き

や
書し

ょ

物も
つ

か
ら
学ま

な

ん
だ

史し

実じ
つ

。
サ
ン
パ
ウ
ロ
市し

、
ユ

ダ
ヤ
人じ

ん

協き
ょ
う

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

で
直

ち
ょ
く

接せ
つ

伺う
か
が

っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ミ

ル
コ
ビ
ッ
チ
（A

lb
erto 

M
ilk

ew
itz

）
会か

い

長ち
ょ
うの

貴き

重ち
ょ
うな
談だ

ん

話わ

と
資し

料り
ょ
う

文ぶ
ん

献け
ん

調
ち
ょ
う

査さ

室し
つ

で
読よ

ん
だ
「
ブ
ラ
ジ
ル

の
ユ
ダ
ヤ
人じ

ん

」
の
重

じ
ゅ
う

厚こ
う

な
歴れ

き

史し

。
　

サ
ン
ト
ス
や
リ
オ
・
パ
ラ

チ
ー
地ち

域い
き

で
の
初し

ょ

期き

移い

民み
ん

の

歴れ
き

史し

な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て

を
、
迂う

闊か
つ

に
も
、
一い

ち

瞥べ
つ

の
ま

ま
で
取と

り
残の

こ

し
て
い
る
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
歴れ

き

史し

探た
ん

訪ぼ
う

は
、
興

き
ょ
う

味み

を
そ
そ
ら
れ
る

こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
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日本プロ野球順位表（共同）

　
【
共
同
】
西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
相
は
３
０
日
、
全
国
知
事
会
長
の
飯
泉
嘉
門
徳

島
県
知
事
ら
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
意
見
交
換
し
、
年
末
年
始
の
休
暇
の
分
散
取
得
に
対
す
る

協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
経
団
連
な
ど
経
済
３
団
体
に
も
同
様
に
対
応
を
求
め
、
全
国
知

事
会
を
含
め
て
い
ず
れ
の
団
体
も
前
向
き
に
対
応
す
る
意
向
を
示
し
た
。
午
後
に
は
全
国

市
長
会
に
も
要
請
。
初
詣
や
初
売
り
、
帰
省
で
人
の
往
来
が
激
し
く
な
れ
ば
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
か
ね
な
い
た
め
、
柔
軟
な
対
応
を
浸
透
さ
せ
る
考
え
だ
。

年末年始の休み分散化を
り
、
雇
用
創
出
や
技
術
革
新
を

期
待
し
た
政
府
の
成
長
戦
略
に

も
痛
手
と
な
り
そ
う
だ
。

　

泉
沢
清
次
社
長
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
記
者
会

見
で
、
開
発
が
大
幅
に
遅
れ
、

凍
結
に
追
い
込
ま
れ
た
理
由
を

「
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
が
欠
け
て

い
た
」
と
説
明
。「
構
造
改
革

は
喫
緊
の
課
題
だ
」
と
し
て
、

今
後
は
ス
ペ
ー
ス
ジ
ェ
ッ
ト
事

業
を
自
社
の
成
長
分
野
か
ら

除
外
す
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

民
間
航
空
機
事
業
な
ど
の
従

業
員
の
う
ち
、
３
千
人
規
模

を
配
置
転
換
や
社
外
へ
の
出
向

で
縮
小
す
る
方
針
も
示
し
た
。

事
業
凍
結
の
経
営
責
任
に
つ
い

て
は
「
都
度
都
度
の
判
断
は

適
切
に
議
論
し
て
い
る
」
と
述

べ
、
明
確
に
し
な
か
っ
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
開
発

費
は
２
０
２
１
年
度
か
ら
の
３

年
間
で
計
２
０
０
億
円
に
減

ら
す
。
１
８
〜
２
０
年
度
の

計
３
７
０
０
億
円
か
ら
大
幅

な
圧
縮
と
な
る
。
運
航
に
必
要

な
国
の
安
全
認
証
「
型
式
証

明
」
の
取
得
作
業
は
継
続
す
る

が
、
飛
行
試
験
は
当
面
行
わ
な

い
と
し
た
。
開
発
凍
結
に
よ
り
、

２
１
年
度
以
降
と
す
る
初
納

入
の
時
期
は
事
実
上
の
白
紙
と

な
っ
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
ジ
ェ
ッ
ト
は
プ
ロ

ペ
ラ
機
「
Ｙ
Ｓ
１
１
」
以
来
、

約
半
世
紀
ぶ
り
の
国
産
機
計
画

で
、
０
８
年
に
事
業
化
を
決
定

し
た
。
し
か
し
開
発
の
ノ
ウ
ハ

得
要
請
に
対
し
「
働
き
方
改
革

の
観
点
か
ら
も
新
た
な
対
応
を

作
り
上
げ
て
い
く
絶
好
の
機
会

だ
」
と
述
べ
、
趣
旨
を
周
知
し

て
い
く
意
向
を
示
し
た
。

　

来
年
は
１
月
４
日
が
月
曜
日

の
た
め
、
年
末
年
始
の
休
暇
が

例
年
よ
り
短
く
、
人
出
が
三
が

　

西
村
氏
は
会
談
で
「
年
末
年

始
の
前
後
が
休
み
で
あ
る
方
が

世
帯
の
支
出
が
多
い
」
と
説
明

し
、
経
済
効
果
の
波
及
に
も
つ

な
が
る
と
利
点
を
強
調
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
の
感
染
防
止
策
の
徹

底
も
求
め
た
。
一
方
、
飯
泉
氏

は
年
末
年
始
休
暇
の
分
散
取

　
【
共
同
】
三
菱
重
工
業
は

３
０
日
、
国
産
初
の
ジ
ェ
ッ
ト

旅
客
機
ス
ペ
ー
ス
ジ
ェッ
ト
（
旧

Ｍ
Ｒ
Ｊ
）
事
業
を
凍
結
す
る
と

発
表
し
た
。
官
民
一
体
で
開
発

し
て
き
た
が
、
新
た
な
中
期
経

営
計
画
で
「
い
っ
た
ん
立
ち
止

ま
る
」
と
説
明
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
直

撃
し
、
納
入
先
の
航
空
会
社
の

需
要
が
見
込
め
な
い
た
め
で
、

人
員
や
開
発
費
を
大
幅
に
縮
小

す
る
。
１
兆
円
規
模
を
投
じ
た

約
半
世
紀
ぶ
り
の
国
産
機
開
発

は
頓
挫
。
環
境
が
改
善
し
な
け

れ
ば
撤
退
と
な
る
可
能
性
も
あ

再
生
相
　柔
軟
対
応
を
要
請

全
国
知
事
会
と
経
済
界
に

ウ
不
足
で
こ
れ
ま
で
に
６
度
納

期
を
延
期
し
て
い
る
。

　

国
は
裾
野
が
広
い
航
空
機

産
業
を
育
て
る
た
め
、
開
発

を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
た
。

経
済
産
業
省
は
０
８
年
度
か

ら
累
計
で
約
５
０
０
億
円
を

補
助
。
国
土
交
通
省
は
型
式

証
明
を
審
査
す
る
人
員
を
約

７
０
人
に
増
員
し
、
日
米
に
あ

る
三
菱
重
工
の
開
発
拠
点
に
派

遣
し
た
。

　

三
菱
重
工
は
同
時
に

２
０
年
９
月
中
間
連
結
決

算
も
発
表
。
売
上
高
は
前

年
同
期
比
１
１
・
７
％
減
の

１
兆
６
５
８
６
億
円
、
純
損

益
は
５
７
０
億
円
の
赤
字
だ
っ

た
。

日
に
集
中
す
る
と
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
政
府
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
策
分
科
会
は
、
年
末

年
始
の
前
後
に
休
暇
を
取
得
さ

せ
た
り
、
休
み
の
期
間
を
１
月

１
１
日
ま
で
延
ば
し
た
り
す
る

こ
と
を
官
民
で
推
進
す
る
よ
う

提
言
し
て
い
た
。

　

知
事
会
は
感
染
が
全
国
で
拡

大
し
て
い
た
８
月
、
お
盆
の
帰

省
は
家
族
ら
と
相
談
し
て
再
考

す
る
よ
う
国
民
に
呼
び
掛
け
て

お
り
、年
末
年
始
に
向
け
て
も
、

休
暇
の
在
り
方
に
関
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
る
。

　
一
方
、
経
団
連
の
古
賀
信
行

審
議
員
会
議
長
は
会
談
終
了

後
に
記
者
団
の
取
材
に
応
じ
、

来
年
１
月
開
催
予
定
の
経
済

３
団
体
に
よ
る
新
年
祝
賀
会
に

つ
い
て
「
飲
食
の
な
い
着
席
形

式
で
、
限
ら
れ
た
参
加
者
で
行

い
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

梶
山
弘
志
経
済
産
業
相
も

３
０
日
の
閣
議
後
記
者
会
見

で
、
約
９
０
０
の
経
済
団
体
に

年
末
年
始
休
暇
の
分
散
取
得
を

周
知
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

国
産
ジ
ェッ
ト
事
業
頓
挫

三
菱
重
工
、需
要
見
込
め
ず

開
発
凍
結
、撤
退
可
能
性
も

　
【
共
同
】
東
京
五
輪
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
が
五

輪
開
会
式
の
選
手
団
の
入
場
に

つ
い
て
、
日
本
語
で
国
・
地
域

名
を
表
記
し
た
五
十
音
（
あ
い

う
え
お
）
順
で
実
施
す
る
と
、

各
国
・
地
域
の
国
内
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｃ
）
に

伝
え
た
こ
と
が
２
９
日
、分
か
っ

た
。
複
数
の
大
会
関
係
者
が
明

ら
か
に
し
た
。

　

日
本
で
１
９
６
４
年
に
開

催
さ
れ
た
前
回
の
東
京
五
輪
、

７
２
年
札
幌
、
９
８
年
長
野
の

両
冬
季
五
輪
は
、
国
際
的
な
分

か
り
や
す
さ
を
重
視
し
て
英
語

表
記
の
ア
ル
フ
ァ
ベッ
ト
順
で
実

施
し
て
お
り
、
五
十
音
順
は
初

五
輪
開
会
式
　

入
場
は
五
十
音
順
で

史
上
初
、日
本
文
化
発
信
狙
う

優
勝
を
果
た
し
た
。
１
リ
ー
グ

時
代
の
９
度
を
含
め
通
算
４
７

度
目
の
栄
冠
。
阪
神
が
Ｄ
ｅ

Ｎ
Ａ
戦
に
引
き
分
け
て
い
た
た

め
、
延
長
十
回
表
を
終
え
て
３

―
３
と
し
て
巨
人
の
負
け
が
な

く
な
っ
た
時
点
で
、
巨
人
以
外

の
チ
ー
ム
に
優
勝
の
可
能
性
が

な
く
な
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

め
て
。
世
界
の
注
目
を
集
め
る

舞
台
を
通
じ
、
日
本
固
有
の
文

化
を
発
信
す
る
狙
い
が
あ
る
。

具
体
的
な
表
記
は
今
後
調
整

し
、
詳
細
な
順
番
を
発
表
す
る
。

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
規
定
で
は
、
入

場
は
五
輪
発
祥
国
の
ギ
リ
シ
ャ

を
先
頭
、開
催
国
を
最
後
と
し
、

他
の
参
加
国
・
地
域
は
開
催
国

の
言
語
表
記
順
と
定
め
ら
れ
て

い
る
。２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
五
輪
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

１
８
年
平
昌
冬
季
五
輪
は
韓
国

語
の
表
記
順
で
実
施
し
た
。

　

組
織
委
は
日
本
政
府
と
調
整

の
上
で
、
来
年
７
月
２
３
日
に

開
幕
予
定
の
東
京
五
輪
で
五
十

音
順
を
採
用
す
る
こ
と
を
決

め
、
１
０
月
の
会
議
で
Ｎ
Ｏ
Ｃ

側
に
伝
え
た
。
東
京
五
輪
の
テ

レ
ビ
放
送
で
は
、
日
本
人
選
手

名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
「
名
・

姓
」
の
順
で
は
な
く
、
日
本
語

表
記
と
同
じ
「
姓
・
名
」
に
変

更
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｏ
Ｃ
は
昨
年
１
２
月
、
一

部
の
入
場
順
を
発
表
。ギ
リ
シ
ャ

に
続
く
２
番
目
を
難
民
選
手

団
、
最
後
の
３
カ
国
に
つ
い
て

は
２
８
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪

を
開
催
す
る
米
国
、
２
４
年
パ

リ
五
輪
の
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の

順
に
登
場
す
る
。

拡
大
で
開
幕
が
約
３
カ
月
遅

れ
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
は

各
球
団
１
４
３
試
合
か
ら
１
２

０
試
合
に
短
縮
さ
れ
た
異
例
の

シ
ー
ズ
ン
。
日
程
が
ず
れ
込
ん

だ
こ
と
も
あ
り
、
１
９
５
０
年

の
松
竹
の
１
１
月
１
０
日
に
次

ぐ
遅
い
優
勝
決
定
と
な
っ
た
。

　

昨
季
か
ら
３
度
目
の
監
督
に

就
任
し
た
原
辰
徳
監
督
（
６

２
）
は
通
算
１
４
年
目
で
９
度

目
の
リ
ー
グ
制
覇
。
セ
は
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
（
Ｃ
Ｓ
）

を
今
年
は
開
催
し
な
い
た
め
、

１
１
月
２
１
日
に
始
ま
る
日
本

シ
リ
ー
ズ
進
出
も
決
ま
っ
た
。

プロ野球セ・リーグで２年連続の優勝を決め、胴上げされる巨人・
原辰徳監督＝30日、東京ドーム （共同）

れ
、
噴
水
や
東
京
国
立
博
物

館
な
ど
公
園
の
一
帯
が
光
に
包

巨
人
セ・リ
ー
グ
２
連
覇

コ
ロ
ナ
禍
の
シ
ー
ズ
ン
制
す

プロ野球

ク
ル
ト
戦
に
引
き
分
け
、
２
年

連
続
３
８
度
目
の
セ
・
リ
ー
グ

　
【
共
同
】
プ
ロ
野
球
巨
人
が

３
０
日
、
東
京
ド
ー
ム
で
の
ヤ

西村経済再生相（モニター右上）が経済３団体と開いたオンラインの
意見交換会。左奥は経団連の古賀信行審議員会議長＝30日午前、
東京都千代田区 （共同）

ま
れ
る
と
、
通
り
掛

か
っ
た
人
た
ち
が
歓

声
を
上
げ
、
写
真
に

収
め
て
い
た
。
国
立

科
学
博
物
館
で
は
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ

た
光
と
音
の
演
出
も

披
露
さ
れ
た
。

　

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
務
め
る
照
明

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
石
井

幹
子
さ
ん
は
「
医
療

従
事
者
の
方
を
は
じ

め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大

変
な
思
い
を
さ
れ
た
人
た
ち
に

届
け
た
い
」
と
話
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
は
１
１
月
３
日
ま
で
。

東京・上野公園で始まった、医療従事者への感
謝を込めてさまざまな青色の光で照らすライト
アップイベント＝30日夜 （共同）

　
【
共
同
】
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
っ
た
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

医
療
従
事
者

へ
の
感
謝
の
光

上
野
公
園
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト
「
創

エ
ネ
・
あ
か
り

パ
ー
ク
２
０

２
０
」
が
３

０
日
、
東
京

都
台
東
区
の

上
野
公
園
で

始
ま
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
が
広
が
る

中
、
医
療
従

事
者
へ
の
感

謝
を
込
め
た

さ
ま
ざ
ま
な

青
色
の
光
で
照
ら
さ
れ
た
。

　

同
日
夕
、
点
灯
式
が
開
か
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